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又
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６
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損
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２
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築
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を業又

等事

月 イク十 クル四 ル設日 設備

火

曜

日

の及と設算

成集的ル予

め再ての範

たびし備の
処画理ク成

、生実整囲

部域策」の内さ

一広が

る の 事連定で広のれ

理

化町団 広 務合し示域市

組たす

合北ごブ村体 域
処ッ構

海ごみロで） 化

画化ッごの算備

道み計

備

た」ブクみ策の整

し
でロ」処定範

内業

ご示ッと理を囲事

ブ村体市

みすクいの支

内さ
ク成

ッ構村

ロで町

しの範域

町団
市る

のれ

内推

道のて構囲化

ルル

運組進をで進

民取推築

適市一

、

動をし図補事

あ当町部

活にイで予で
しっと村事

動あク実定

運又てて認務

のりル施

拠各動はい、め組

本、

事も

が種を実る知る合

内を体がの

道リ道施団

る及
す称旨

付名趣

内サ

蛍

設び

者
象

対
助

補
事び

整工管

器の付光

容備据

利

廃にに再

装備事の

包
る工に

物する用

棄要係

破

別費請る

分経事係

の
収負

資費に料ブに

経食託定

源要並ロ要

るにクる

リ賃すびッす
お費

イ、経使に経

サ金
ル償を料け

ク報費用
くび広託

道費除及る委
化に

運旅。賃域料

民、

費砕

象
対

助
補

動費）借

係購限等

に品に機

集備
）備

機費。整

る入るの

と３

械及
３

す分

。１ 円

の設るの 万 分１
た内 限

以当）以 を

１備

限
）
。
る
す
と
度

り度

内

需役に施る

事、、料実

る画）

に用務限計。

業
す、。の

要費費
めす４

る会委）策

分知るる分

がを）１万

の事額。の

内に度内を

以別限以円

共

等
率

助
補

費
経

定と限

通のと通

共共共共そ考

第第第第他な第

通通通

事る６ ６

の料様

号号号号業資号

式式式式参式

様様様様
通のと通

共共共そ考共

る６

第第第他な第

通通

事 ６

共共別式

号号号業資号

示

第第指

通通に

共
式式様

様様る

号号す

第
通

共共共共共別式共共
号

第第

通通通通通に通通

第第第第第指
示２ ２

様様

号号号号号す号号

式様式式

様様様様様る

通

共共共共共

式式式式

第第第第第

通通通通
２ ２

付す
交付類

号号号号号

添書
に係

書関
請き
申べ

関
告き
報べ

績す
実付類

式参式

様様様の料様

書

式式

九

部廃策

限先

期出 出
提提

物

にる境環棄課

別す環

式
様

示活室対

指日生境

廃策正

先数
部 出出

提提
２

る境環棄課副

す環部

様様

活室対部

日生境物

提提

式式式式式

様様様

部期 出 出出出出

提提提

策正別

数限先数限

部期

環棄課副に

１５環部廃

生境物２指

部月境

添書
に係

日活室対部示

提

申数び

付部及

交出限

提期
の出先

書提出

請、

す
由

経。
をと

長こ
庁る 庁

支
、

。は

と類

こ書

る

支す
、由

は経
類を

書長

要
摘



化
美

園
公

然
自

５

北 海 道 公 報

。
る

す
助

補

号外第

業合の併に

事進合業

４

処め理し

併併た処対

合

浄、化予

理理に浄、

処
化化市槽算

浄

号

整 平備 成事 十業 四
年
五

施
実

動
活

掃
清

業
事

掃
清

村置範

槽槽町設の

体
団

行備内

置普が整囲

設の
部

市一
備促う事で

整及
合

組
務

村事
町

月
十
四
日

火

曜

日

業
事
掃
清
化
美
園

公
然

自

費
処る

併す
合要

に費

に

す
の成
槽助
化を
浄用
理

限
要に

に費

者た
置る
設

費）
経。
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２
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要購費又る費

に品経金
道の食

す入がはも、

る費

２要を円る

の事認）
を 除 分知と。

以特る度 、 １がめ限 き
と 内に場

の

体、図す補

必合万す

材て業金 も

等人っ事助
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２
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） 円。

２と

要に

に止

業防
す 分

限
以を）

１円。

の万る

共
式
様

号
２
第
通
共

度
内

第
生
環

号
２
第

通

第
生

環
式
様

号

別式共共共共共別式

号

第第指

に通通通通通に
示

指第第第

示２

様様る

す号号号号号す

式式式式式様

る様様様

第第第

通通通

共共共

様

２

通

共共共共共共

号号号

第第第第第

通通通通通

第

２
様様様様

号号号号号号

共共

式式式式式式

様様
第第第

通通通

共
２

第

通通通

共共共

号号号

第第
２

共

式式式

様様様

号号号

第第第

通通通

共共
２

正
数

部
出

提
式
様

号号号

室部

通策２

交対副

部全

期出 出出
提提提

式
様

安

る境

正別す環

数限先

部

様

部示活

２指日生

副に

出出
提提提

式式式

様様

環部等進

数限先

部期出

副にる境男参室

正別す
示活平推

２指日生女画

提提提

式式式

様様様

部

数限先

部期 出出 出出

提

部にる庁

支１別す支

先

式式式

様様様

示
指日

庁

別す

数限
部期

出出
提提

１ 一部にる 四

。類

をと書

長こ

示
指日

等在所
る支

す、

由は

経

。書学す管

域業にこい
限）類校るす

にをあの
てり。は等地る

わ行っ

り団はで、の域支

たう

及支
事体、な高所を庁

長こ、在び庁

庁るし所
以所

類をと札す２の

書
は経幌る
体の区

、由た市団上管

支すだに



平 生成 活十 館四 運年 営五

北 海

通
校

学
等

高
業

道 公 報

等
校

学
等

高
業

号外第

等
校

学
修

専
業

号

費月 補十 助四 事日

村
町

市
業

火

曜

日

学
済修

経り
事

助
補

費
学

者
にな

由難
理困

なが
的

済修
経り

事
励

奨
学

進

よ

にな
由難

理困
なが

的学

修
経り

事
励

奨
学

進

よ者

な
由難

理困
なが

的学
済

活

に生生

次
１２

よ者
に

営動

る運活

げ館館

掲活

る
す

費
業
事
進

費費推

経

等
高
は
又
校
学費

等経
高

必

次要に費

１２

学
門
専

な

掲等る等要

に高す高
学

る校費校通

げ学経学

高高品

費はは用

経又又

２

門門購

専専の

等等等

支

に専経専な

次る要

１

校に

げ学学度

掲修費修

費ははす

経又又要

る校

校

学学費

種種経

各各る

通
の
校

内
以
３
の
分
４

校

校に

学学入

額
定

要
に
学

学学る

修入す

のの要

校

学

修入

のの

額
定

に時経

場

額
定

す必

要に

に時

学

通通通の合

共共共共１
費

第第第第経

通
２
様様様様係

号号号号に

共共１場環

式式式式る

第経第

通通通の合生

共
第第

費 ２

得類環学る

号号号に号

証第長学

成を生校通

平

が証 年明
のる様明書

分す号証明

環学るはる書

所書式す
長学止と

生校通中こ類

がのをが

第

る社ウ部長

号証終確で

校在団タ長の

得類環学

証第長学法リ又推

を生
が証人協は薦 明

の町

す号証明北会市書

式す道支村

る様明書海

校卒をが

環学る等と

書

が又認き

第長業確で

生

社ウ部長平

号証はする

校在団タ長の成

環学る

生
第長学法リ又推

が証人協は薦年

町の

号証明北会市書分

す道支村所

様明書海の

校卒をが

環学る等と

式
が又認き

第長業確で

生

通通

共共共

号証はする

第第第

通
共

式式式

様様様

号号号

第第
通通
共

式る式

様様様係様

号号

部期出 出出
提提提

式式
正別す環部

数限先

一 副にる境総五

き

部示活課

２指日生務

提

式す又する

様明了認

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

す了こ類

様明修る書

示

先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限

こ類

様明修る書

示
指日

期出 出出
提提提

式す了
る庁

１別す支

数限先

部

提

式式
様様

示
指日

部に

別す環部

限先

期出 出
提

活課

指日生務

にる境総

。

類をと

書長こ
庁る

示
長こ
庁る

支す
、由

は経

す
由

経。
をと



を 北

北次 海

海の保 道

道と健 告

がお福 示

平り祉 第

成定部

め所

年る管 号

度。分

北 海 道 公 報

修
改

館
活

生

号外第

備
整

館
活

生

号

平
成
十
四
年
五

を
等

金
助

補
て

い
お

に） 事

村
町

市
業

事

る
す

付
交

村
町

市
業 月

十
四
日

火

曜

日

対
助
補
、
業

事
は

又
務

事

修
改
の
館

活
生

、
費
経
象

施設

次
１２

経
る
す
要
に

る備備

げ整整

掲設備

に

成
平

等
率
助
補

費
経費費

内
以
１
の
分
２

費

月
４
年

生
環日
１

内
以
３
の
分
４

第

工ゅん事完事並

式
様
号

事事ん工受成設び

環工
第請着工検渡図計に

生
負工届査書面書完

環
号契届、証、及の成

通生生通生

合共環環共

第第第第第

）
様様様様様

号号号号号

図計に共共

式式式式式

書面書完通通

着工検渡
証、及の成第第

工届査

届、
、し、工び写写

環

しゅ工事工し真号号

場環合共環
第備

合生施）通生生設
整

第設第第

整

様様様の

号備号号号備
建検

式場式式式場

様の

生事築査

場環共共環工

第第第請確済

合生通通

負認証

第

環環２

号号号号契通、

費

第第経

生生の
２

式式る

様様係

号号に
費

第第経

生生の

環環

写

堀
事

知
道

海
北

号号に

し真

様約、し、工び写

出
提

、
式書しゅ工事工

日生務

る境総

す環部
先

ゅん事完事並様様

活課

提提

ん工受成設び式式
副に
正別

数限
部期
出出

様様様約知工

部示
２指

提提

式式式式書書事

様

部

数限先

部期出 出出
提

務

副にる境総

正別す環

様係

部示活課

２指日生

式式る

様

一
六

を
書長

庁
。
と

こ
る

也
達

こ
庁る

支す
、由

は経
類

、由
は経。

類をと

書長
支す



っ・範

じがるのも保の

。適病経平 ）当院営て充囲成 及とをの地実内十 び認い健域をで四 民めう全住図補年 間る。化民る助五

北 海

会、連海

社会合北す

３

病 的的福北合道
る 公公

道又会院

病病祉海会社

等人厚は事を

院院法

運日恩生社業い

道 公 報

成内

国国育囲

業な範

２
康康図補

健健をで

民民

険険たす

保保る助

号外第

内

国策国を囲

対化範

１

補

健業健進で

民事民促
険たす

保保る助

康康す

険

号

的

金は目

助又の

補務そ

たす

交のは

を業又

等事

病者以等の月 院が下を医める十 開同推療、。四 知設じ進の予日

そと

、 ）

事す。し確算

他め
の認

火

事者
知る

曜

適
が

日

会。

営本賜農会協う
当

団協祉が以

事赤財業福
設同

字済同法開下

業十
財北同社道

、
社生組人

会

本会団海組会社

日社

厚連祉事

赤福済道合福

字法会生合法業

十祉生
恩業北会

社人農会人協

合、。

組組める

賜協海

事全の

成健算

育の予

合

める

合
組

険
保

康
健

民
国

算

健の予

政政、。

財財
域民

市広国

化全の

全健
合
組

険
保

合康

村連健

町

事び
る及

す称旨

付名趣

営在に勤

２

者
象

対
助

補

員

的良に救宅必職

公不

医療な給

病債必急医要

をな療を経与

院務要
設っ、

前有経施行費費

年す費
有い勤定

度るをて常法
員利

でのする職福

末も

的ビをい

ち１

累にる民

公

的次がリリ有る

公、

ビーる的

病にんハテす

等げ療リシ公病

院掲診

ン病並

運る施テョ的院

の、シ施院び

営も設ー
及在不

業小ョ設、に

事
必医施び宅採

に児ン

掲適被のそる

に理れ

次

険進他費

げ正保促の経

と関康

経診者に健

る受
すてる理

関しす管

費に

伴必

経践費資

る実経に

費

医療経

祉医な

福う要

及に
施分
実加
の増
療費

象
対

助
補

院保
入る
び係

間病与等

積限民間給費

の、

損。病院費）

欠る

営常

又の及運非

金）院

地

要療設救医算
は運び

設総医を区

な施、急療
施っあ

費、合療行に

経
３

う学ハ設てる

の医リ

べる

費すす

内
以
２
の
分 額
定

管ら

康め

健認

きと

入担
転負
のの
者者
患険

等
率

助
補

費
経

額
定

にに

場保病場保か

を第保

合福申院合福ら
福

に第請の
者開除 限
る号が設く号第

。様公者。様

共保病
）式的の）式号

別式共共共

請の

に通通通通福申院
者開

指第第第第第

示

公者

す号号号号号が設

式式的の

る様様様様様
に

共共保別式

様式式式
示

第第第指

通通福

共共共共共共

号号号す

第第第第

通通通通通通

第第
２４
様様様様

号号号号号号

共共

式式式式式式

様様
第第第第

通通通通

共共
２４

共保国合別式

号号号号

第第健あ指

通福民にに

７康っ示

様様険はる

号号保てす

付す
交付類

式式組、様 添書
に係
書関
請き
申べ

関
告き

報べ
績す

実付類

書

一
七

提提

式式式様

様様様る

療

数限先

部期出 出出
提

にる健地課

正別す保部

部示祉医

２指日福域

副

提提

式式式式

様様様様

康

数限先

部期出 出出
提

にる健国保

１別す保部

示祉健課

指日福民険

部

限先

部期出 出出
提提提

健国保

１別す保部康

数

健課

指日福民険

部にる

及

交出限

添書
に係

示祉

提出

請、提

申数び

付部

幌函川除

提期
の出先

書

。

書所る市館市く

健す
小及場）

類長こ、市の

、経樽び合。

はをと

るは
２

、

保由札市旭を い

。報な

と績し

こ実要

広あ庁し康に直

１

。
告

書町域っ長、保あ接

市

出

類村連てを国険っ提
はす

は及合は経民組て 要
摘

、びに支由健合
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範

転病境衛地な進営の
確囲

換院、生や承しの
も保内

整に医環都継、
たっをで

備お療境市の
のめて図補

をけ従等部
改診の医る助

進る事の

め患者

号外第

つ

医業医びつ

事及し

４

源医療

施資域、

療療地

代効の型

近の療養

設

号

平
成
十
四
年
五

る

る者の善療整療たす
、。

との職及所備施め

をの予

と療場びの等設

き滑促経算

も養環へ円
認

健そそと

、、

に環境
合知る

保連他め

康のの
当

及適

合が

組会事者

険
群

施的保床

化率確病
び

編慮の

整再配へ

設なに

本海組会

市日北同社

備
十厚連祉

村赤道合福

町

協
業

社農会人

字生合法

月
十
四
日

火

曜

日

１

病者、所

病す患室便

備
院る
病棟病食寝、

、、倉冷

改院室堂具暖
、、

に除診談庫房

修は
り。室室バ附

よく察話
処機コ設

療）、、ル属

次生等。

費衛備る
養

要

掲者境必

に患環に）

環改工

る養のな

げ療等
又

施、及費

療境善事

医
従養工

の療療は

設医び

に度分じ
イ

整

とてア の 整

す得以 備 ３床 分分病るた外

乗病

のの床。率の を を

るてげて計
１１数限）

備

場はる得額

だ合、率たと 床 病 分た
６しに次を額す を 床

の

。

以、あに乗のる 超 数

ニ備

内整がえっ掲じ合

、）

病室訓ー等

型置能
録、下

群記室廊

床、練
指つるア

、

整室浴、

を

地が院

３た示い。体病

のしるは方開

分だすて
院に共す

１、病次公設

型事

内にによ団る

以別

必職床負

に者病請

備事
整限

な環のに

要場群費

式共共共保別式

、
経境

指

るに通通通福に

限別

示

。指第第第第

）示

様様様る

す号号号号す
別式

様式式式式様

る様
第第指

通通福に

共共保
示

第

式が設

様者開

号号号す

病場

で的の

ま公者

）

福健課

請のに

申院合

び棟整には
保防

部予
祉 結改備あ、

療院う病る
核修事っ保

課整ち院も

備精にの

病の神係及病等業て健

提提

式式式様

様様様る
部

数限先

部期出 出出
提

域

副にる健地

正別す保

部示祉医

２指日福

一
八

合。
場）
の。

市く
川除

書所る市館

健す幌函
を

はをと小及

類長こ、市

、経樽び
、

保由札市旭



平
成
十
四
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
四
日

火

曜

日

診線関）

バ属ス玄等

４

ル設

、廊だ

コ備療診室、た

ー）室暗下し

ニ等所察

廊処、便改

、、室、、

、室合、等

下置待所修

所薬、冷よ

便、室暖に

冷結者

病患寝暖患

２３

改院者具

室堂

修病食倉房核病食

附棟、、

に室堂庫、病

談バ属改診談

よ、、、

療察話ル設修察話

り診

、、

養室室コ備等室室

）備処浴

型、、ニ等整

置能、事置室

病処機ー

床

り

る
め
認
と
要
必
が
事
知

養

暖室護、療

、剤看房
病

房エ居属型

冷、婦附
示

附ク、備床

、ッ室設
てる

分た伴っす

３にあ
別の

１し診、も

のだう
指つ

内承所にに

以、療

寝

群室訓廊業室、

継で

記室、記具

を、練下、

所室庫

備録、便録倉

整

、

る、室、、、

す室浴

以以

１１

のの

分分

３３

は限分じ分
３

の
も

内内

に的分
病の度ての の 整

院なと得１ 備
病及いすた以 床 床
床び法る率内 を ）
） 数公持人を。乗

るてげて計 備

場はる得額 床 病合、率たと３

数

に次を額す分分 を 床

１１

あに乗のるのの 超

た

院内

がえっ掲じ合。

、

のし

分だ

以整

一
九
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５

る

中にたす

地地る助

き
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核おめ

号外第 号

平
成
十
四
年
五

業療の

事医算

院る予業

が開
事の

知院
確囲

の範

病
た

し
定者

指設

月
十
四
日

火

曜

日

研費

き、経

へ費置
動装

修
院研
病、
核費
中究

地

へ整
の

に医
営、
運費
の

病る
核す
中要
地に

き備 設
属

６

必
て
し
と費
院経

療
練
病訓）

型能等

養機備
食
環者
養患
療、
群室
床

冷

患寝暖く患寝暖

５

境

冷 者具。介者具
、

房 食倉）護病食倉房
、附

、 堂庫）基室堂庫

診談バ属

附 、、盤、、

ル備察話ル設

属 談バ整

備 室コ促室室コ備 設 話

ー） 等 、ニ進、、ニ等

、業置能、

機ー事処機

能

をお
群と

外

診

すす、

備と室

整り病
処

所、

療室

診。察

るる

び
な及
要費
必療

あ置

に

機
療
医
な
要

活送
療伝
医

、
業室
事浴
善、
改堂

器 附
３
のの

分分

１

来

訓廊室訓廊

内内

以以

、記室、 部

練下、練下
浴所 を

、便録、便 門

室

、

室、除、室、

浴所室

、

っ室

内
以
１
の
分
３

、

の、

次室

、録

は記

て
い

す
、と
は内
て以

別式共共共共

の。
分る

保

第第請

福に通通通通申
者

第指第第

示

様様市

号す号号号号が

様式式式式町

様る様様

第

通通福福

共共保保

式

第第第

共共共共村除

号号号号

請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場

共保

式式式式町を

様様
第第第

通通福

共

式式式

様様様様

号号号

提提提

式式式

様様様

式

部療

数限先

部期出 出出
副にる健地課

正別す保

部示祉医

２指日福域

二
〇

健す幌函川
。
）

。
く

除

こ、市の

書所る市館市
び合

はをと小及場

類長
、経樽
、

保由札市旭を
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き図補
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保内

６

る

診にたす

地地る助

き
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療おめ

号

業月
十
四
日

火

曜

日
業

祉事
福会

会社
社道

業

算

事る予

海
北会

人協
法

北同

確囲
の範

療の

業医
町本会団海組

市日社財
祉生厚連

村赤福済道合

社人農会

字法会生合

十

要
きに

へ備
整

腸協

恩業

し
と費
所経
療る
診す

地

エ居

ち１２３４

要
必
て

護リ

次診ッ室医看ヘ

、

ス玄住婦ポ

に療ク、師

げ線関宅住ー

掲所
も察、廊

る診室、宅ト

処、）

、室等

の室暗下 整
の
所
療
診
地

き
へ

置待
合

の
器
機
療
医
な

必
に
備

婦
室護
剤看
薬、
、室
室

の
分
２

う
の
費
経
な
要

、

通通

工別式共共

内
以
１

仕指第第

事に
訳示

様式式

る様様

書す号号

に通通

工しの別式共共

仕んし指第第

事ゅ写

訳工示

村除保工工
書検す号号

共共共

設

通通通申でく福事事
様計

第第第請あ。第仕

者る）
合様

号号号が場号書書

式式式町を式

様様様市

事

共保契建概建及工工
仕設

通福約物要物び事
面様計

第第書のをの平

の全示構

共
号号写景す造図書書

第
通

第
通

共
式
様

号

保
様
る

す
示
指
に
別式

号

。第第

でく福福

村除保

あ
る）

様

を式式

合様様

場号号

書様式式

査る様

二
一

式び真要

様様し及写概

険療っ保部康課

式
様
式

民保

健直所て健国）

民

あ、祉健険

康営には福

部期出 出出
提提提

保診

課

正別す保部療

数限先

２指日福域

副にる健地

る市函川除

部示祉医国

。

っ長こ、館市く

あ所

樽及場）

てをと小市の

は経

、旭を

保由札市び合。

経他

民営っをの
健す幌

類康療は由の

書健診て
に庁、の

は保所支しも

国直あ長そに

、険
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四
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五
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事
会
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道
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たる助
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会

協
業
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のセーと強

算トタ

社
、

囲タ院もし

範ン病

福

町本海組会
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十厚連祉

村赤道合
協海

業北

社農会人

字生

事確

備の

整療

車医

送る

村
町

市

月
十
四
日

火

曜

日

経
地な

・要
方必

地に
業 るに

院
病
ー
タ
ン
セ費
域

。

機 方）る

療 地。限

医
地整）

器 ・の
す 指
ン要 に
セに
別 域備

院費 る
病経 す
ーる 示
タ

設療要

て診必

け営に

医

師
た医費

しの経

置所な
型
び小
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所診
療往
診

療

きた診

へる地
すき

国

要設

患必施

のに所

地め
寄者費

最患備

をな整

者

次
う
行
が

療送助

医輸補

と

事
の に

必購 器
て品 機
し備 療

以
１
の
分
３

な限費

要入 整
保の
康車
健上
民雪

内

交

関等の

機車金
直備
険

へ受

輸にを

でび付

ま並

式共共

内
以
１
の
分
２

送

でく福に通通

村除保別

あ。第指第第

示 る）
合様る様様

場号す号号
第

通通
共共

を式様式式
第

共共共共

号号

第第第第請

通通通通申
者

様様様様市

号号号号が

共共保別式

式式式式町
示

第第第指

通通福に

指
福に
保別式

号号号す

示
第

の
書
約

契
式様
様る

号す

通

村除保別式共共共
写

指第第第

でく福に通通

あ。第
示 る）

る様様様

場号す号号号
共保

を式様式式式

合様

第第第

通通福

共

共共

号号号

者

第第請

通通申
契

式式町

様様市

号号が
の
第書

福約
保

様様様る

式式
様様

号写

提提

等
し

課
療

式式式様

限先

部期 出出 出出

提提

保部療１別す保部

先数

福域

健地課部にる健地

様
祉医示祉医

福域指日

期
出出

提提
式式式

様様
日

副にる

正別す

数限
部

式等
様し

部示
２指

二
二

合。
場）
の。

市く
川除

館

幌函川除健す幌函
を

、市

市館市く書所る市
と小及

、市の。類長こ

、経樽び

小及場）はを

樽び合。

、、

市旭を保由札市旭

をと

類長こ

書所る
健す

、経
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保由札
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日
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域す経
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当

市業る
事け

し機
と療

金業

地基事

が還該

町償
サ成要

療造必

医のに

域

ウ

トを費

ー業経

ポ事な

方内会

必地院討

にる検
開

経地開の

な・で等

要

必

ンるに

セす催

費域催
タ研

療な研・なる

医要アイ

方機経修地専経地研

地

会

セ関費会方門費方修

ンな地及

ンに等セ的・

ーす催タ研域び

タ対開

会ン例

病る事ー修セ症

に師院等タ検

院医業病

等

域方援師

地地支医
療

タ設遣

療ンの派

医セ室
運

室病・業

援ー置事

支

限
必に
て器

営に営

運院

の
分
３

療）
医。
なる
要

合
タ場
ンう
セ行

内
以
２

備お
整に
ー

の
分

及経

病会な

ー修要

内
以

ー討

け例
お症
にび費

院

けのお開病会

お等にの
るににの

る派け催院等
け催

域に高必お開

地遣

内
以
１
の
分
２

の必度要

地な
る要

業け必

事おに
１
の

額分

定２

医費
域経

福に

共共共保別式

内
以

示

第第第第指

通通通

様様様様る

号号号号す

共共保別式

式式式式様
示

第第第指

通通福に

別式共共共共

号号号す

催限に通通通通

の開に
事る指第第第第

３
研業。示２

様様

修の）す号号号号

様式式式式

会場る様様
第第

通通通

共共共

等合

第
２

支の保の遣限保

号号号

１援場福２事る福

保の
第室合第業。第

福

医の） 地運に

合様

号域営限号師場号

式派に式

様医事る様等
の開に別式

） 式療業。
る福３催限に

の遣限保

業。第事る指

２事

研業。示 医の）

の開に
師場号修の）す

福２催限

除保の遣限保

業。第事る

く福１事る

。第

研業。 医の） ）

様会場

号師場号修の）
保

式派に式等合

様等合

場福

保の開に保の支の
室合第

福２催限福１援

第事る第
地運に 研業。

村
号修の）号域営限号

共共
者る

第第請あ

通通申で
町を

様様市合

号号が場

福１事る

保の遣限

式式
第業。

医の）

式式様

様様様る

号師場

先

部期出 出出
提提提

式
１別す保部療

数限

二 部にる健地課三

様様様

示祉医

指日福域

様

等合様会場る

式式式

様医事る様
派に式等合 等合式療業。式

様会場

健す

式派に

様等合

） 式

。

はをと
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号外第

院る助
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内たす

院事

感める

内業

染、。

感
策のに算

対等症予

染

号

の、。

能める
平充予 成実算 十及の 四び範 年強囲 五

予
、。

める
たす

る助業

二患連患

タ施第急な急
体の

事、次者携者

ー設

同

院急搬制救

業病救の

町本海組

及そと市日北

そ他め村赤道合

びの認
者字生合

の知る十厚連

会適業

合が社農会

連事

設性切範

施耐適の

当協

応で

備に対内

設菌に囲

市日北同社健そ国

整よ

連健

町本海組会康の民

祉険合康

村赤道合福保

字生合法組会保

十厚連

合

業及組

社農会人合険

化内

協び

月をで 十図補 四る助 日たす

火

曜

日

命ち与費

救う給与

の給

急次法

救、費、
職利

ン掲勤福

セに常定

のも給等

ーる員費

タげ

費
器経

営費、

運の与）

命び
救及

入

セ熱購

急症品

救重備

と備
ー者）

タ患費

ン傷

費
院負
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事

ての
し品

材

な
要
必
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備
整
室
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の
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分
３
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工
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又
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事
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の
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第
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示
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別式
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通通福に

共共保
示
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共共共保別式

号号号す

第第第第指
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示

様様様様る

号号号号す
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式式式式様
示
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様様様る

号号号す

式式式様

様様様る

式式

限先

部期出 出出
提提提

健地課
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数
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式式式様

様様様る
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広初者携間

患連夜
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救救搬制お
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に入
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急急送
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号
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道そと
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め
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法業事者
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生合曜

業北会適
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日
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事候
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整滅

協海当
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十
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町本
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業

者予
患、。

急める業

社

治
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事と円日療
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町
市
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業救滑及

る災入

事常の事け購

村

設に当害に

市業勤開業

必員者対該拠要

町に職

る
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村

に院経

行な与行て助病

病町必と費

う経費う市

院法院村要し

病費、

必品

群常定群がなて備

助費要購

輪勤福輪補経

設場

整はのる
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付
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又
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額
定

び品要

及

別式

の事
街験
店実
商的

示

第第指

通済に

共経 共
式式様

様様る

号号す

第第第

通通通通

共共共

第
８

式式

様様様様

号号号号

通通通済

共共共経

式式
第第第第

８

共共共共別式

号号号号

第第指

通通通通通に

共

示

第第第

２

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第第

通通通通

共共
２
号号号号

五
三

式式

様様様様
課
業

産
域

部期出 出出
提提提

式式
にる済

正別す経

数限先

様様

部示地

２指日部

副

出
提提提

式式式式

様様
す経域

数限先

部期出 出

日部業

部にる済産

１別

。

書をと
長こ

示地課

指

庁る
支す
は由

類経



者、こ囲

機の職しる範
をで

を興の雇と内

会振
供図滑情目助

提を円用
再のとす

しるな勢的成

、と

北 海

材規をな

人新営と
経力

す様

保長進多

確成促る

援野るな

支分

道 公 報

緊推地用こ囲

策雇る範

の就をで

急進域・と内
的助

域業緊業目補

地事
用か会とす

雇急機

号外第 号

平
成
十
四
年
五

職善て。

もと就改しる

促資算

てにをに予

っも

る用共

業求進すの

企、
業険法第

又体

律 を法５雇事国団

第 営条用業

む昭に保のはを

雇和規険事地除

号定の業方く 用

た人
保年）す適主公。

保

の、確

業業め材

事企
定戦の

安即
当海

各該北

のも
次に主

ず事で

いる内

のす道

号

、。

創つのしる

れ業事

的を算

特時出予

出臨創

部域

市一広

対な図の

別
合

組
務合

村事連

町

月
十
四
日

火

曜

日

さるか２

）

事創つか
業間

る業業業失月

れ事

が平を）

もを委直主が

事実対成経の

の除託接

て賃

をく
含。業施象

業働４業

む事労年創金
事

のに１た

）者月し

。
に

出の土利のび
振支日

事をの既

緊を実木益他

かるに業見補存

急図施

ん金業

つこ必、込助事

時をな該だの

臨と要当
業付質

的目経事事交実

と。の、を的

な的費業

けそ

用した実国受に

雇
・てだ施の

団に

帯共者

附公る
方い

主。

費がる

務体限

事

年は度

公出
方る
地た）

と

て
事以

）。

所の円る

務内万す

業

５主限

立業を）

設事

１での

とう降主

替払以
は

さ月り間

断かあ期

判

２万ル

れ間、
の月用

分１円雇

りイお

たラに

１当ト時
アい

助いよ

就行しに補ての

次建る金るう

業う、よ

業判

会の設直又事に

機

び的道並断

の事及接は

創業

以の
分

内

２

５
の

分

以新

合
１う良

設 内
の

外合設以、 分 以統新
伴改８の良

のを、外改

っ
又な
体と
団者
共資

場 以
１
の
分
費２内

地て
は

し第第

写済済

の経経

実し
の写

式式
様様

号号

共共共経経当係
告
報
績

第補委

通通通済済該る
助託

第第第第
様業約

号号号号号事契

式式式式に書

様様様様

写託

共共経当係の受

式

第補委し企

通通済該る
助託業

第第

提提

の
書

号号号事契等

支

数限先

部期出 出出
提

示
指日

部にる庁

１別す

式に書ら

様様様業約か

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

１別す支

数限先

示
指日

部 五
四

は
告。
報い

績な
実し

要



季季る助
図補

平 節節たす成 移移める十 動動、。四 労労予年 働働算五

北 海

、大める

成健り拡たす

ルな高と、。

シ事シ全

祉算

ババ育年福予

ル業
人人を者のの

ーー成齢

材材図の増範

道 公 報 号外第 号

者者の月 援の範十 護援囲四 事護内日

村
町

市
業をで

火

曜

日

こ業に内

セセる就進囲
す補

タタと機資で

ンン

育のよのる助

ーーに会

、市

し町別

用飯紋
七び

者を

及

主町

業内

事静

た

下」ト

介ル労離にれ以

び者とラ

をタ働職再た

受イ者前

けムの雇を対いイ
ル

た就た事入除象うア
）雇

、労だ業れく労。

在歳安
フのし主ら。働

、の以定

分い安職求し
登雇満上所

野て定業人
介録入年でか

の、所紹
は機票れ齢、ら

業公又
職民関を日が職の

務共

業紹

に
お業営に出現

長ビる

成興よ
ン成

海野ョ規

北分ジ新

規振に６

新業」長

道産

掲地す安費就

に要経

次
る相経就前

げ域る全労
康

費指推健

経談費労の

のの

の会断

員集診

導進

当補る

設

訪普

町事のの

市該助も
開及

シ費象問及

が業対

員啓

バ補な拓び

ルをと

設う

人す経のも

ー助る

に要

セ場の置に

材る費

、

ン合う

要

びにに

及催施

置開実

にるる

動すす

活要

の
分

、する

タにち要す

内
以

に経費

にけ次る経

ーお
度

て該げ

し当掲費

対る
２

と 分

す

内） を
以。 円
１る 万
の

通済に

共共共共経別

限

示

第第第第第指

通通通
様様様る

号号号号号す
別式

式式式式式様

様様

指

通通済済に

共共経経
示

第第第第

共共共別式

号号号号す

第第第指

通通通通に

共

示

第
２
様様様様る

号号号号す

通通

共共共

式式式式様

第第第

通
２

式様

様様様様る

号号号

期出 出出
提提提

式式式

１別す支

数限先

部

五 部にる庁五

提

式式式

様様様

示
指日

数限先

部期出 出出
提提

部にる済対

１別す経用

示雇課

指日部策



る
す

付
交

を
金

助

北 海

とを及た

タとと援進る

事でも行びめ

フー仕が

ミ置ときにい児、

ァ設

の算

リ推育る、、童予

域働福の

ー進児環地労

サ事を境

道 公 報

及事算

促囲事イ実の予

労び業の

進内市業中ム

村企働市の範

をで町小

る助勤業者町安囲

図補

化で

たす労での村定内

める者働福勤

号外第

緊事特事雇

業進出託に

対にさ

急急業別業用

緊

た

域域び策おれ

地地及
用急進て者

雇雇緊推い

用

号

平
成
十
四
年
五

囲

ポ業両をの者祉範。

育福上内

ー立整子の向

セるすて祉をで

トす備

く
市除

ンこる支増図補

）
村。

町

共く利労を補

を
市

幌
札

す

予済パ厚者図助

、。

の済たる

算会ー生共る

範成タ充会め。

の育ト

促特地費臨の

村
町

市

、

雇係応就

進別域に時再
的の

励策用る急職

奨対

緊対緊特に受

事推創委

地対るし

急策急別係託
託事

域進域策委た

地推
用業用進事業

雇事雇推

は出業を

特又創事業主

別
月
十
四
日

火

曜

日

フ保すシ高

るの力要た

ド絡ァ育るル齢

経ア連

ーを

バ調ミ所経バ者

費

会ーの人対

イ整リと費
絡セと

ー議サ連材象

ザ

た

び開ー調ンし

及のポ

費用に

サ催ト整タ

次、料限
フにフ等

に旅及る営員

）ァ要ァに

パ掲費び。

需借ミすミ対

ーげ、賃

タ経用料リるリす

トる

サ講

イ費費、ー経ーる

ム、備サ費
ーー会

労報役品ポポ習

、費入トト等

働酬務購

助が済補

者

町がー業す

市額パ事助

トをる人一 村

タ行経件般 万

市の営 円 補イう費費運

ち 満 対労町う費 未 助ム

次 あ 経者勤、 で 象働村

日

も に加者に る 費を労

緊地託者に以

急委た合
、け６

に急域事をお降

域用を常るか

要地雇業

当間

る雇創受用、月

す

特し働該の

経用出託労
用金

別別、者雇賃

費特

に

策策時し者

対対臨と

推推応て

族動
家移
守節

費留季

経
施導
実指
の者
問働
訪労

ン議等習

ブにセ会ー講
連等

リすタのと会

・要
ダ経と催携の

ーるー開

費セセの

ー費協にし開

策済委及ンン開

対共、

ーーに

費費託びタタ催
す

報、課のの要

、料公

４めす

償使費運会

を）

の事額。

分知るる

定と

内に度

以別限

１が

を る対済げ の 係入共掲

く 町とにも 除 市象会る
す

） 補共し 。 村し対の

２め
を）

の事額。

分知るる

定と

内に度

以別限

１が

事事的雇払

進進急再支

又に雇し雇

業業に用う

緊るし場れ

は係用た入

る成
す作
要料
に資

額
定

に

共共共別式

費付
経送

示

第第第指

通通通
式様

様様様る

号号号す
指

通通に

共共別式

式式
示

第第

に

共共共共別式

号号す

示

第第第第指

通通通通

２
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

２

第第
済済
経経

号号号す

様様る

式

式式
様様

号号

期出 出出

提提提

式式様

正部別す経政

数限先

部
各指日部祉

副にる済福

式様

様様様る

１示労課

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

１別す支

数限先

出 出出
提提提

示
指日

部 庁

１別す支

数限先

部期
示

指日

部にる 五
六

経。

類をと

書長こ
庁る

績な
実し
要

支す
、由
は

は
告。
報い



平
成
十
四
年
五

北 海 道 公 報 号外第

よの、。

金職に者める

済ー制り福予

パ共パ金

のの

ト制ト度、祉算

ー

イ普ー増範

タ度タのパ

ム入ム及ト進囲

イ加

号

月
十
四
日

火

曜

日

イ資で

労促労をタに内

事者るムす補

働進働図

たす

退業のこ労る助

者
業

事
業

企
小

中
職退と働

パに金金る

規職職係

主
ト小済済の

ー中共共も

イ業約金限

タ企契掛に

ム退をる

働金結事）

労職締知。

場に

を済る別

者共すが

対契

す誌他

要報の

に広そ

催

必

費行が

経発事

るの知

職成
退の

すと
要要
に

金立 加以円

共し 未 上 算

済た 満円 し

契日 た

約の 額円

のて

未のて以円分じに

得上 満未

得 をた満円 をた 乗額

乗額を 分じ円

場め 月ま２度た

合る とだ をで分

は額 すし 経のの円 る、、 過期１

未 円 す間以。掛次
満 を
限がの定円

る内）金に

る

と又にめ

象約合定

月

定る間

て特け期

しはお

退の属算過

新退退に

、

た職成すしす

掛るのじ
助額金立るてる

金補補

額率期共し月４月

月助

をら

に等間済たか月か

対はに契日ら

す次応約の起経

共共

費
経
費る
経め
る認

第第第第

通通通通

共共
２

式式

様様様様

号号号号

式式

五
七

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
。
報い

績な
実し

要
示
指

、
は
告



北 海

金
仕励

と奨
児ル

育デ
モ

事

道 公 報

実雇、支

モシをとめを

用ア施用予給

ワデ雇ェ

ク事のリし情算す

ール

範。

シ業創ン、勢のる

をの働改囲

ェ出グ労の

ア

号外第 号

平
成
十
四
年
五

事
業

企
小

中
型

援
支

立
両

をで

リ図モ福善内

主
業

グワルの図奨

ンるデ祉
業上た金

推ー事向る励

進ク

月
十
四
日

火

曜

日

員払了場支
替う

短にう育後合代払

代お要賃

時対賃児もに

に業替け員金

間し金休

務入限又要るのに

勤雇

続る

のれるは員当継限

継雇雇。

措日。短を該

降間続用用）

置以）時

利

の合

に月用代間者場

次

児代に

掲育以に替に育
払に替お

げ児上要要支
にう係要け

る休雇し員
経対賃る員る

経業用た
た費し金短を当

費取し
者場雇に時３該

得

月用

の合育入限間か雇

勤しに後

代に児れる勤

しか

者か務て要２

用３
代間措用た月

の月の雇
終た費に

替に置し経間

替お休日。務以に
要支

雇し

要け業以）の上要

得３置用た

員る取降措

費

３該者か利し経

を当

な３

額
定

か雇の月用た

月ま４度平に

と成補っ分 をで分

助ての す 経のの

る年のい１

以。度対た以 円 過期１

る内）以象も内 を

す間

しす

属算過
月限前との

月

るてる

す
月
らをら

か月か

起経

第第
済済
経経

出
提提提

式式
様様
号号

す経政

数限先

部期出 出

日部祉

部にる済福

１別
示労課

指

五
八

をと

実し書長こ

要庁る

、由

報いは経。

績な類

、
は支す

告。



事業事
事

平 業業成 内内十 職職四 業業年 訓訓五

北 海

実
練

訓
期

短

道 公 報

実
練

訓
期

長

号外第

たす

事事技る助

び図補
、。

内内労める

業業能
訓の算

業業者予

職職働

訓

号

短
間金

時励
働奨

労ル
デ

練練月 設の十 備充四 整実日

中町業

練う等市職
備向

限小村訓

に

火

。業実

る企練

曜

を業団

）事施

日

認期訓課

業
事

施

行主体

企定課練程

通訓の限小
。業職程及の

課練高る
職）事業のび高

程及度
専業を業訓普専度

のび
通門訓行主練通門職

普
職課練う等職短業

事
施

業程に中短業期訓

練
訓

業
職

定
認

業 囲

事の成範

練練育の

普

業

及をで

興保内

業振確

業
業事

生の
衛業主

健楽

進
促

縮

娯事
客の

接場
、

時の人画

常者９映

モ
型

の劇

用が下演

使数以・

労以業、

る人商業

す１

備
合設

集の
め

働上、保

要
認に
う備
行整
ての

し
訓経
業る
職す
定

機職合教先管必

の費に

技運と

械業同科端理要

練習そ術営認

器訓学書

要る

等指にのににめ

具

す教すす経

の導要他関

経

備のる材るる費

設員

れ費

費研経費訓

職の建

以合う員

日集の

の

６て、業謝物

後しち
うに練及借

か行次訓金
導手料

間認掲指び上

月

び

支職る員当及

に定げ

し
う訓の講維

払業も、

所に雇経

週め上た

た以

労たし

定新用費
合に

時労場た

働にた新

１をお用

を者に雇

間働

練費

間いるた

時雇けし

以
２
の
分
３

た
る
す
供
に

要う

及にの

修費練費

内

生経特

練る、

訓すち

び 要び

金に及費

賃練師持

。経職

るる務

限す教

に

入当労

内
以
２
の
分
３

）
の

短、雇者

上れ該働

以
月要入

すかに雇

縮６用

第第第

通通通

共共共

る

経

式式式

様様様

号号号

第第第

通通済

共共

る
す
示
指
に
別式

号号号

通通済済

共共共経経
様

第第第第第

通
様様様様様

号号号号号

済済

共経経

式式式式式

第第第

通

第第
済済
経経

号号号

式

様様様

式式
様様

号号

数限
部期

出出
提提

式式
正別す五 副にる九

式式

様様様

部示
２指日

先

部期出 出出
提提提

式
副にる庁

正別す支

数限
部示
２指日



し制
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動育入
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観モボ、の

際進光
人を

ボルン国実

光デラ

ラ事テ

北 海 道 公 報

範

をセの

興発算

振開予
ので

たー内

るタ囲

図ン
め

号外第

け

材お

人に

域域

地地
業

発る

開

号

をで
上内

平図補 成る助 十たす 四める 年、。 五

た

テア光る

ン業ィ観図

を受、

ア訳のめ

ィ通客
っ会

人運市光のな議

活
村体体て等

材営町団団
構織

発会、又が組

開協

員る

ン町こ成す

セ市は

運社
ー観らと協

タ村れ

材営団

地タ社域ー社人
法開協法

域ー団人運団
協人発会人

人運法材営

富発会檜セ美

材営人開

地

発会良セ山ン唄

開協
地タ域ー域

セ野ン地タ

域にす

地営助

、運補

ン

社人運社

材し。

人対る

団材営団

社人運職地タ
法開協法

団材営業域ー
人発会人

法開協訓人運
協日セ上

人発会練材営

人発会高ン川

遠セ法開

部

地タ岩セ地タ北

紋ン

ン材

セ人
域ー内ン域ー

営

社人運

事の

ー成

タ育

留セ
人発会

法開協

団材

予

域ー
地タ

萌ン

月算 十の 四範 日囲

火

曜

日

事

掲観す観る

に関す

次

ラ

るボ事ボ業

げ光る光
ィ

のテテ

業ンン

事ラ業

に通通

施アア

実ィ

経

費
業

事

材ち持

人う維

域の
地費

掲
セに費

発次営

開、運

要訳訳

のも
ーる
タげ
ン

に

経査動

る調活

すのの

２度
に関

費等
と 分

す

内） を
以。 円
１る 万
の

要
に
営
運の

）
。
る
す

限

２め

る
す

限

１がを

の事額

分知る

共共共

定と

内に度

以別

第第第

通通通通通

共共
第第
２
様様様様様

号号号号号

通通

共共共

式式式式式

第第第

通
２

通通に

共共別式

号号号

示

第第指

共
式式様

様様る

号号す

通通通

除経経別式共共

第第指第第第

く済済に

。

示２ ）

る様様様

号号す号号号
共共

式式様式式式

様様

第第第

通通通

共
２

共村

号号号

者る

第請あ

通申で

様

式町を

様市合

号が場

出出
提提提

式式式

様様
別す経光

数限先

部期出

指日部興

副にる済振

正 経材
先

出
提

部示観課

２

式

様様様
人課

部成
済育

数限
部期

出出
提提

式式

提

示
指日

部にる

１別す 支
先

出

六庁 〇

経。

類をと

書長こ
庁る

支す
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す補イ北経め

資で道た

平 る助ベ海済、成 たすン道の観十 めるト観活光四 、。推光性客年 予進の化を五

北 海

光地興並

観各振興
の振

り地

業に図に

事域をび

興け、域

振お

道 公 報 号外第

コ業コそめる

事とたす
算

ベベ開予

ンンの、。

ョ円範

シシのの

ンン催

ョ

号

振に誘

で
内

囲
範

の
算

予

算事月 の業興寄致十 範と与す四 囲北する日

規催等

大主会

内海るこ

模す火

ベ実
イる

曜

ト委
ン行

日

業観域活

事る地の

を員

観

業のに

事光化

光観性

地を

区１区光

庁と盟

の当る観支域連

認の連のす等

そとも光
等リ地

他め盟エる）

の
適れア区

不ら

の他を

催は主るびも助

益の受

す宗政催も営収
目目道け

る教治・の利

体催的的費る

も団団共

囲

又がす及の補も

の体

致をで

誘誘化内

ンン滑
は

進進る助

促促図補

致
国のをた

ン催しく公

際コ開だ除
又団

はベす、。国共

又
国シ主のは体

全ンる次
者の方主

規ョ催も地が
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。
る
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助

補

模ン

営報
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大う

ン掲び伝
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トげ催に

業に経

事の施る

催も

誘体

げ伝入

掲宣受

に
次

の業備

業事整

事致制

る
に
施業

実事

が
事
知
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のョ
そシ

ン

ン
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と
当
適

ン学総会大見

にョ
次シ

開市

げの会会議会本

掲
及要示

際に展

国催・

る

に要費

国経
全る
びす会

と

費
経費

る経

する

要す

２

す 分

る
以

以た 円円

１。 万万 の

経
る
す
要

上内し

内だ 以

る
め
認

内
以
１
の
分
２

費

ベ
ン
コ
の
模
規費

ベ
ン
コ

共別式共共共共
、

額
定

第第第第

通に通通通通

第指
示２３
様様様様

号す号号号号
共共

式様式式式式

様る

第第第第

通通通通

共共
２３

通通

共共共共

号号号号

第第第第

通通
２

式式

様様様様

号号号号

第第

通通通

共共共

式式
第
２

共共共共共別式

号号号

第第指

通通通通通に

式

示

第第第

３

様様様る

号号号号号す

共共

式式式式式様

様様
第第第

通通通

共
３

村除別

号号号

）示

請あ。指

申でくに

を様

市合る

が場す

者る

提

式式式式

様様様様

町

数限先

部期出 出出
提提

光１別す経六 振部にる済一

様様様

課示観

興指日部
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提提提

式式式
る済
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数限先

部

様
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副に
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提提提

式式式
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１別す関
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る

示課

指日部
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類をと

書長こ
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の業進

草農促
り

流村

交農業

北 海

農理算

補務そ形の予

１
業総業解の

助又の農成

事的・合・の範

金は目

内 を業又農推農促囲 等

にをで 交のは村進村進

コ事

道 公 報

を 北

北次 海

海の農 道

道と政 事内告

がお部 業で示

平り所 に補第

成定管 対助
しすめ分

年る） てる号

度。 、。

号外第

石地開市地

促立の樽立
促

狩事狩の発及を

石進

進推石進

湾業湾促をび
市る

港港を進狩す

新新

地地図す

号

を大算

とる予
平主規の 成な模範 十目イ囲 四的ベ内 年とンで 五

知
く

業づ

事団

進援

促応
当

適

村村が

町町事

市市

業対図補 付名趣

め
認

と

る及

セする助 す称旨

ン

事びサ道める

ンるたす

予

者
象

対
助

補

ス民、。

助
補 囲て 範い のお 算に るがた

る
す

付
交

を
等

金

の

企へ、た行め

域域り
企地、企助

業の当めう

市
樽

小
地業域小業成

立

しト補

市
狩

石
、

月てに助 十開対す 四催しる 日す、。

火

曜

日

市者助費知援

業補経応

るはがづ

町がす又事団
当り

が織場当適く

村組
のるに補と促

草す合該
けのめ事

根団お助認進
団を

流にる対る業

交体
進し該と体行

促対当象

業
事

は
又

務
事

象
対

助
補

該る

、
費
経
象
対
助
補
、

に

樽用成合

小成造場

造
取のけ

及を地お

市地用
該

狩し得当

石得取る

び
業し助

が企要補

市たに

狩等たに

石

必
に
特
が
事
知
他
の
そ

費

業る農場

事当事ながう
・又

を事に経業合

業該

市

う費す農は

行業要費

のの

分分

２２

農をる村

助
補

費
経

内内

以以

１１ 成
平

等
率
助
補

等
率

対費す

湾に経要

月
４
年

費

地て補経
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新
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の当す

域、助

。助出土平乗
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め
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と
要
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経
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式式式式

様様様様様

号
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申数び
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交出限

添
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提提提

堀
事
知

道
海
北

提
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式
様

示産課
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な
実し

要

也
達
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平
成
十
四
年
五

北 海

業す補

造むやる農進で

ため・る助

地地、新た

の域なの農たす

域域地

。

動農農産地村める

活

活構予

促業業業域の、

進者のお

道 公 報

推
２

進・業

コ推業事

動農進

セ事農

ン
サチ農

ン業村新

号外第 号

月
十
四
日

火

曜

日

を改の

事等シこ動造算

取テを支革範

業がスし
し促内

りム進援を囲

）
体

長団
庁る

支め
組化め

レ・

スャ業
認

と
当

適
が

創

りジ村

くン農

づ
活

集協

事団農業

知る営農

認
と合

当組

適団同

が体 体
団

る

め

地ン結ぐど

域ーと域な
農

業村場・びるの

農農

ーいで村

の新農ツつみ

ス業産リたのに

シ産畜

作同け

テの物ズ農共お

造加の物産る

ム創のム

るっ械

の工展栽直新

化

業、施村開の立

農た・

新

・次設地通女、協、
化規

農にの域年性農業
業、就

村掲整農農・作
市の集農

のげ備業業都
営住受落者

構る等の経
スの民委単の

造取にシ
すテ確等託位確

改組要
実るム立に、の保

革の

協

知づ当農農

スる・
の

市

がり事改・

事く該業
村
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適活業良
と
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共
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補
該
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又
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経
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業
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援
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組

業地開こ
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、
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リ
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進に費高る規業成
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地
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向要

がう地で
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農ま
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経
る
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と
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３
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提提提提提

式式
限先数限

部期部期 出 出

部に

１別す農業１別

数
指日部画指

部にる政企

に場っ農業室

示農室示

企 支管わ合て政）

の所

あ、農画

庁区たには部

支２

先
出

提
式

様

の域る

す

が上

日業以

る庁事つ



北 海 道 公 報

及す補道

化進で

理促内
る事

農たす社

びる助公

地、。業

用め

号外第

農農の

対整軽進内地

４

補地業集

策土備減をで
る助保経団

事地にし図
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号

食
３
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化範

動の
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の予
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人公

法発
団開

財業

畜者の予化模地

農
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海

業大有

産の整算事拡保

境担の範、の
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ウ

付金施急

貸資

事
業土
利利事特担長

費地有無

買

年育

入子子業別い５期
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２
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農北
業

７

平 業海成 災道十 害農四 融業年 資災五

北 海

たす

助者うたなる助

６

金める

す天に損天農資
漁の、。

る災対失災林

償よ業融予

。にす補に

の

る資事っ者通算

よる
被金業てのの

道 公 報

天農資た

者うたなる

５
災対子災林金め

天に利

業融予

にす補に漁の、

資事っ者通算

よる給よ

被金業てののの

る

号外第

社
公

村
町

市

号

利害月 子融十 補資四 給促日

村
町

市
事進

火

曜

日

失営滑囲

害の損経円範
をで

林通をに化内

農融
業伴け要図補

漁に受必

囲

害の損経円範

村
町

市

通をに化内

農融失営滑
要図補

漁に受必をで

林

」
等村

社町

公市
業伴け

構農人

業
事

等

。
う

い
と

律第り想地

農促法条よ

業進

有下

経法第３市に保以

項町定 営
基昭号の村め合
化町

盤和）規のら理市

第定基れ 強

通の

化年６に本た法村

よ

村たに

町れ約

市さ契
金子

資資利

融農り

が営
らきを

かつ給

関に補

機

市融とけ

に関お

被当行

約該

村さ契当

町通のる

資経よ失

融たに損

がれ
失に

関資損償

機営り補

被つ償す

らに補要

か金

市を金子に

失資利給

）

村けつ給す

町受に補要

融農当行経

がたきをる
合

機漁融場

資林該う費

に関お

か者機に

関業資

行の

天融とけ

ら

合、

町地場ち

市農うう

社合お理

公有に合

村保
当業 が化る事

等理け化

保事事務

地進該業

農促
有業業費

委委

借作受受

農
イアイ

成委促促

助受託託

入業
進業業

促事事

費託進進

合

農融場

害該う

特業費

とけ

に関お

者機に

業資

当れ別
融

すか記

額いの の
る低２ 分

の額と

害きをる

相ずり

いお に

融場

林該う費

農当行経

の融貸

者機に

業資合

漁

と す償

象機
付 費 市るに当対資

当損と関金

の 町当相該

村該総 が損す失なご
のの

交失る補っと 分額

災通のる

付補の額償た

に利

よれ約該

にさ契当

損営り補

て経よ子

った

合
にに

り
お
と
の
１
記
別

経 事
。る 化
るす 理
限要

業を費
）

業
事費
別務

内
以
６
の
分

費
のの
分分
６

第第
通政
共農

内内
以以

通

共共共

式式
様様

号号

第第第

通通

農

式式式

様様様

号号号

指第第

に通政

別式共

示
農

様式式

る様様

す号号

共共共共村除
。第

通通通通申でく政

第第第第請あ
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市合様

号号号号が場号

式式式町を式
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第第第

通通政

共共農

式

限
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出出
提提

号号号

１別す

数

六 部にる五
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提提提

示
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経

１別す農業

数限先

部

農課

指日部済

部にる政

先

部期出 出出
提提提

示

部にる庁

１別す支
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提

式式式
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１２

、
は

し

類をこ績要
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たす
る助

図補
をで

化内
、。

める

北 海

の務必

補策事よそ債に

と障の要

助農自業農う

農経す害負な

す家作業

。担維営ると担資

る負

っ軽の

軽持の農なの金

減資改業

道 公 報

安る

資ったす子・図

９

営定た

金てめる農補経
事感的め

の酪、。業給

算営業覚な、

融農予経

算

を営の基に経予

通経
円の範盤優営

号外第

補負の

け資たす子営

８

。農給債安

た金める酪

業融予経事を定

農の、

負す必

者通算営業有に

営円範債る要

ののの

号

則た

規第れ
平天 成昭災 号 十和に ） 四よ に 年年っ 基 五善者て減融

囲
範

の
算

予
の

援利をにいを通

支金

し既る円

特子推対る図

対成し、往の滑

別助進

滑安囲強れ体の

者
業

農

効育囲

に定内化たの範

図補金率成内

しをで資
町

市

もる助利的をで

、

理農負

農滑囲整酪な

村

整

必をで資家債

に化内
る助利経理

要図補金の
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村
町

市
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維資残７ン
ら が農備資
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平
成
十
四
年
五

北 海
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山山受をで

珠珠を定内

火火たる助

噴のけ図補

農山農たす

道 公 報

金める
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稲利米通収営

価減維融予
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給給格と持通算
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範

安事緩のな・のの

営
定業和下っ安円
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規保の業な範
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保図補

持をで

平 全る助成 及たす十 びめる四 安、。年 全予五

北 海

囲土土

地整対適の範業

か立内地地

改備象正確

必、つをで改改

良のに

施

設要土合図補良良

施

す設設

等性地理る助施

のが改的た

道 公 報

る助中備中

正地図補整

良たす山支山

土化生改
調施める間援間

地団産
化整設、。地事地

改地

等

施対のの予域業域

良
設策実適算施

号外第

と織める

統のこ組たす

営予

整理に運、。

合管

盤の

及編り基算

備再よ

土備土の範

び整、

号

並

地地定

土業土策

事の
の土

区区に

良良び

改改

管算

総

月 理の十 の範四 徹囲日

が
事者

知る
底内

火

当
適

曜

認
と

日

機

管高良なめる修の
め

予保能

理い施管、。繕

域等体算全の

体地設理

土土

のをの制の事維

制

区
良良

村改改

町地地

市

維事施正の設の

合
連

区

囲理ち

持業にな範管う
土

理う理内体、

管伴管

市土土農市

適土をで制

村改改協村

町地地業町

囲

合
連合
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良良同

で

改促改化内
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助

施す区図補
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強性改

合活地
設るのる

業
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対構区

化化良

土連

改道体
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事

事
良

改会

区地合

良

水

す幹幹

要基基

に繕

業
設設

の施施

次利利

る水

又設

る全

係保

費にの

経
全

村事保

町知繕
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農農

持総社算

基集基をを域

総をのつ合会の

盤落盤

合単整農的の範

号外第 号

平
成
十
四
年
五

実展内

整位備村に発囲

しび活施をで

備と及生

る助

業てこ環し図補

事
土農農る事も

農れ境、
体適

町地業業団がの

市

と

良同等で当

村改協者
てめ

合組っ認

区組があ
す知る

織

月
十
四
日

火

曜

日

基費
園業
農事
落認
集特

はが事る

事
備
整
盤

町業当を費

市農適業経
う業村

村者と行の農農

がめ場ち生生

、等認う

基環

地組る合、産活

土

のおに盤境

改織もに次

盤

区るがけ掲整基

良す

当る事整

、団農るげ備

事

費
業

農体村

基あ分があて
場費

っは 盤の補る）務

助 て、 整
備対合 は 事市象に分

業町者あの 分 、
村でっの に

の費事

業で基該も業備
費

同っ総業業

協あ盤事
備す

合知整要

組て合に

だ

又事
事対合

し

費町者あ、 分

業市象に

村でっ農 の

分があて業

場、た産

の補るは生 ）

助

政政

農式農式農式農式

第第第第

政政 る

地業限農式農式農式

第第 発含。
政政政 開を
にむ）
第

政 通に

共農式別式

係場

示

第 第指

号す
農式水場

式様様

様る 号
政政 通施整

農式共農式

政

業整又

第第第 第農設備

農式農式農式

号用備は

第の

政政政政そ

式農式

１

第第第 第第

政政

農式農

様様様様

号号号号

事に様様様

る合号号号

排ほ用

様用、農 号号号
出 出出

提提提

様式様様
庁

１別す支

数限先

部期
示
指日

部にる

様様様様

号号号号

様様

号号

七
八



農地なよ然

様に自

平 村域関り・成 振住係、景十 興民機農観四 総を関地、年 合始等や歴五
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。
る

す

号外第

村整村め

農的農件農た

生実の備地、

農農村に

総生活施交等域予

村業

会の

合産環し流を社算

進進の範

整基境、促推

備盤の併

号

整めの農史月 備と参業・十 事す加用文四 業る連水化日

も

市土農知る

多携、等

村改協がの

町地業事

火

区組当

良同適

曜

認
合と

日

内

事の整せのし発囲

め

もをで

業整備てた、展

総市のっ図補

備を都め
知る

び合と条てる助

及

がの

町地業事も

市土農
と

区組当

良同適

村改協

は合に

め
認

合

る農

町事備す

市知整要
費生

、適業経業

村が事
う基

地と行の産

土当を
、整

良め場ち盤

改認う
に事

、もに次備

区る合

は備す

農のお

農特

町事業経

市知事る
業村村認

村がを費農農

うう生生交事

、適行の

地と場ち産活流業

土当

境盤

改認合、基環基費

おに整基整

良めに次盤

事

、もけ掲備盤備

区る

がけ掲業

農のるげ事整

同村当る

協農るげ費

業
総業

合興事の

組振該も

事整て

又

、 費業事
は 業農備
生業

分産に
盤っの

の基あ分

事
）費
）務

の
分

費事費

業が当る業備業
費

同村事の業

協農該も

は

又整要

合合に

組総業

択 事整て
は 業農備地、

、 費業事平区

生業成に
あ 分産に分

の採ての

の基あ年っ 分

盤っ

第指

政 通に

共農式別式
示

第
号す

農式農式

式様様

様る 号
政政 通

式共

業

第第 第農

式農式農式農式農

号用

第第 の

政政政政政 そ

農

１

第第第

業限農式農式農式農式

第第 含。
政政政政 をる
む）
第第

指

政 通に

共農式別式

場

示

第 第
号す

式水場地

式様様

様る 号
政政 通施整開

共農式農

整又に

第第 第農設備発

業

そ
農式農式

号用備は係

１
第第 の

政政

提提

式様様排

様用 号号
支

数限先

部期出 出出
提

１別す七 部にる庁九

示
指日

様様様様様

号号号号号

に様様様様

合号号号号

ほ用事

様用、農る 号号
出 出出

提提提

式様様排
庁

１別す支

数限先

部期
示
指日

部にる

様様

号号
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る

す
助

補
で

北 海

処業業及図

を農農持を
た

業業理用用びる

農農

排排村め

集集す用用農

排に施水水生、

落落る

水お設の施活予

道 公 報 号外第

整村める

な基の農たす

総予

ーや備の、。

ニ盤

的の

に村総合算

ズ農を

じ活的な範

応生合

号

地個る

のとめ
平域性観 成資あ点 十源るか 四を地ら 年活域、 五

の境の

事けを水設環算

汚備保機の範

業る整質
、維善内

水し全能改囲
の

市土農農る事も

等、
協者体適

町地業業団が

があと

良同等で当

村改

る

織てめ

合組っ認

区組

実興内

た環に振囲

す知

し図補

業基施をで

農境

用づ地
産等、る助

生盤
月しく域 十たりの 四活を多 日力進様

火

曜

日

当う

市農適行

はがを費

、等認合

村者と場

町業
もけ

地組るお

土がめに

区るが当

良すのる

改織
農体業事

、団農該

業

生交事

村村認

農農特
備
基整
境盤
環基費

活流

あ落に

業で集業

整事
盤

る

組て水す

同っ排要

協

務

事事

又事業経

合知事

費費

業
のの

分分

事
費
業
事費
備業

費
）務

の
分

政政

農式農式農式農式

第第第第

政政

指

政 通そに

共農式別式

１示

第 第の

号す
農式農式

式様様

様る 号
政政政 通そ

農式共農式
１

第第第第 第の

政

式農式農式農式農式

号

第第第第の

政政政政そ
１

る
業限農式農式農式農

第第第 含。
政政政政 を
む）
第 設備発

施整開

水場地
場 備は係

整又に

様様様様

号号号号

様式様様様

様 号号号号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

様様様様

号号号号

に様様様様

合号号号号

ほ用事

、農る

八
〇



化生のの

の盤報村流算

通を平 信モに活促範成 をデよの進囲十 可ルる改等内四 能的農善をで年 とに業、図補五

北 海

地整、

園ル速

田デ高
モ

ル業量

マ事容

域備大

道 公 報

範
の

算
予

、。
める

たす

号外第

ふ業地の同果

事民共成

さ住力動広

る域活活の

水活導活的

と民のの域

と動入性な

号

す整の都る助月 る備振市たす十 情し興農める四 報、、村、。日 基情農交予

火

曜

日

ア向

ィ方

デ双

メび

チ及 化普
助

補
で

内
囲

村
町

市

びを

ふ地を及及

土や等
のる

あ外じそ図

れ域通

良
村改

町地
市土

い住た

る

町備す

市整要
ルに

区

園行
田を費

が業経

村事
チお
ルに
マ合
域場
地う

あ要

町れに

市ふ業
土事

土業経

は事る

又いす

村
合
区場
良う
改行
地を費

が

の
分

ア該
ィ当
デる
メけ

内
以

事事

デ業
モ事

務 業
の
費分費

とる
さけ
るお
ふに

内
以

と該
水当

事 事

務
のの 費費 分分 業

式農式農式農

内内

以以

第第第第

政政政政

農
１
第 第の

政 通そ

共農式

号

式農式共農式

式様
様号

第の

政政政 そ通そ

式農

１

第第第 の
１

農式農式農式農式農

号

第第第第

政政政政政

式
第

指

政 通そに

共農式別式

２示

第 第の

号す
式農式農

式様様

様る 号

政政政政 通そ

農式共農
２

第第第第 第の 第の

政政そ

農式農式

号

１

第

出
提

様様様様

号号号号

支
先

八 庁一

提提

様様式様
様 号号号

る

１別す

数限
部期
出出

示
指日

部に

様様様様様

号号号号号

様式様様様

様 号号号号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

様様

号号



担動ほ機

の保の範流契

善内い化場と

促全改囲

、農をで手促整し

進と

事、

公村図補育進備て

基業業担

共地る助成事

用域たす

北 海

策たす農造農

施る助金

。集事集

のめる業成業

算排排

開予落業落

展、
基の水水

の

道 公 報

ム農

農環ー）村

ムジに活デ

農デ図タ
化 村ール地境タのの

縮 振タオ・施ベ活振

地 尺 興整ル農設ー用興

地備ソ業等スにに 理 理事画用の化よ必 情

号外第 号

平
成
十
四
年
五

整の手

水のめる盤等い

の活予備実へ

域生、。
の連を農

水環算関施の

改協

町地業

市土農

質境

礎範事施

合
区組

良同

村

還整

料内償の

資囲業設

村
町

市

す補基備

とで

情業像施諸しり要

シ

報を設デ、、な 分報

１ス

シベ及ーさ農幅 の

テ・い

スーびタら業広

村
町

市
テデス生をに

月
十
四
日

火

曜

日

記基調

市別成用

が育利
盤整

町
村

関事

土掲備進

、に整推

良事流に

改る連業

地げ
促。

又と化る

区業動限

町事る

市成す
造要

は一

業う
農行
がを費

村業経

事け
水お
排に
落合
集場

備す

町整要

市タに
ー業

村を費

農業経

が事る

村
情に
理合
地場
興う
振行

業行

業的事を

農体進）

同担う

協に
るる

合手地合

組い土場

２

限

の記を）

分別額。

１

業る

げす

内掲と

以に度

のに
金業
基事
還該
償当

の
分

テ当
スる
シけ
報お

内
以

事事

デ事
ム該

務 業
のの

費分費分

通

共共共共共

内内

以以

第第第第第

通通通通

様様様様様

号号号号号
政

共共共農

式式式式式

第第第第

通通通

通通通

共共共

号号号号

第第第

２

共

式式式

様様様

号号号

通通通

式農式農式共共

第第の第第第

政政そ
１２

の
政 通そ

共農式

号号号

１
第 第
号

式農式農式農

式様
様号

政政政政 通そ

共農式農
１
第第第第第 第の

政 そ

農式農式農式農式

号

１

第第第第 の

政政政政

第
政

式農式

提提

式式式式

様様様様

限先

部期 出出 出出

提提
にる庁

支１別す支

先数
示

指日

庁部

様様式式式

様様様 号号

別す

数限
部期

出出
提提

示
指日

部にる

１

様様様様

様号号号号号

部期出 出出
提提提

式様
にる庁

１別す支

数限先

示
指日

部

様様様様

号号号号

様
号

八
二



業と及、。

農こ善める

草草平 地地経にび予成 開開営よ畜算十 発発のっ産の四 整整規ての範年 備備模農振囲五

北 海 道 公 報

範自公つをで

のか進内

牧済る助

囲給共経図補
める

で料場的たす

内飼

助用お放、。

補利にな

号外第

担事担業い用

進事担利

手実へ積

い業いの手集

成を飼図

育育施のを

手
草草契料る

成

号

用囲
利範

のの
地算

用予

事事を業興内

積で
集内

月 業業拡構をで十 を大造図補四 行すのる助日

、
いる改たす

火

曜

日

る進る利算

す促け牧予
囲

業力の範

。事省用の
事団

市農農会知る

的促
同適

村協協が体

町業業

め

連認

合合と

組組当

同

整と産め

地地機生た

合

改て盤予

動備し基、

流

補

村
町

市
促良、の算

化

、
め。

たる
るす

図助
を

該
当
は
又
費

経
る

す
要費

費

連が市業は業
の
助
補

村同事を

市合自町協知

村若飼が組が補

町会給

、当す

、し料自合適助

は用飼農とる

農く利給

め合

協知促料業認場

業

事用同るに

同事進利協

け

合適業促組団お

組が

の合
業場

、当を進合体

が高け

村ちお

町うに

市

事

手性該

い産当

担生る
動要

草流に

成地業

育草 に
業
事
該
当

る
け

お
に

地

る
経
る
な
と
象
対

る
す
要

業合対当

農と行事連に

協め場を会し該

業認う

し該業

同る合行若当事

体は農く事に

組団又う

流化す

内
以
１
の
分
２

合

行
促を費

化業経

動事る

経

内
以
１
の
分
２

事う
進

共共共共村除

費

請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場

るめ

式式式式町を

様様

業様

通通の事る

共共そ
次ご式

第第他

指
政に
農別式

号号にと

除
式様

様る
号す
８示
第

共共共共村
請あ。

通通通通申でく

者る）

第第第第
様様市合

号号号号が場

共農

式式式式町を

様様
第第

政そ通通政

農式共

８

第の第

３

政

別式共共共農

号号号

指第第第第

に通通通

示
る様様様様

す号号号号

共共農農式

様式式式式

第第第第
政 通通通政

共

第

村除農

号号号号

請あ。第

申でく政

者る）
式

町を式

市合様

が場号

３
第の

政そ
農

提提

式式げ定

様様掲に
支

数限先

部期出 出出
提

１別す八 部にる庁三

す協連あ農地課

示
指日

る地る同合っ政）

たを

農備

区区農組会て部整

、

域と業合には

提提

様式式式

様様様 号

区

数限先

部期出 出出
提

庁上の域

１別す支以庁

指日の所に

部にる
示２支管わ

式式式式様

様様様様号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

様
号
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基
産

畜
地

草

号

平
成
十
四
年
五

が体

団開事団

財業知る

海と

北社当

人公適

法発

生

業
事

備
整

盤

農め

道認

町業業林産

市農農会森
組

同同合林

村協協組森

合
連

合合合

組組

月
十
四
日

火

曜

日

費
業
事
良
改
野
牧
地
湿

１

費
業
事
備
整
設
施
用
利

整
地設
草施
営本
体基

団
の

事費
備業
整事
発備
開

市合人認うう

連法と行

海る合、

町会北め場ち
おに

、森道団に次

村、
業組業がけ掲

農林農体
発地当る

協合開草るげ
事の

組生公畜該も

同、
、森又基業

合産社産

い区ずるせ施
物に分分

てがれ場つ設

にの処あのの

事別か合

業記
該家理っ以以 実

械は内内

施の当畜機て

設は家備械

） 地いす排

っの

牧整３畜及施 分 て

整 の は以場備分保び設

、内用にの護牧

機つ１施場備 ）以械い以設用に

費
業

分施て内整機つ 内

のる年さ 業の

農実４の要事度れ

件業以た 分

のにで降地 の用施の 地要

該平に区 開綱の

内発第イの当成採に

以

択あ す 事５の

業組知整要

農林は盤に

同、が事る

協合事備す

合団当を費

組財適業経

様第

事る政

るめ農

、、

業
ご式

第
政

農

定式

に様

と号

示次

指他

にの

別式そ

号
式

様

様げ

る掲

すに

八
四



平
成
十
四
年
五

北 海

再
盤

基
産

畜業
事

道 公 報 号外第 号

月
十
四
日

火

曜

日

団開

市財業

備
整

合
総

編
道

海
北社

人公

村法発

町
農

利事

業機地帯

農農土附

設導円費

施等用務

用具
業

事業事

備事化

整入滑

１２

業費

のけ基けに
当げ基

市実る財盤る掲

編該る本

附町施事団再
人総事も施

帯村に務法

す北合業の設

事が関費

備

費産る海整に整

務畜
議農事す事

基協道備要
を経費

再等業業る業

盤

２

編を開

帯公本用

土附業基利

農
務牧設設

利事社施施

地
滑設備備

円費場整整

用

費費

事事業業

化置事事

改改施る用の

費費

業業

設ち

設 は良良。施う

て
草び及整家 整 、、及）

排 に

地地用び備畜 備 草

水限業業せ

造整排農事

公うの

総行発行費

成備

が合ち

整場社場う

合う

産お次

事に畜に、

備合

事度れ

業お

基業以た

本降地 分分分
施平に区 ののの
設成採に
択あ 以以以整
備年さっ 内内内

備械い区ずるせ施
に分

及施てがれ場つ設
処あの

び設事別か合物

牧整業記にの
該家理っ以 場備実

は内

用に施の当畜機て

費費

） 機つ地いす排械

設は家

牧整３畜

のの場備分保

分分分分
用にの護 のの

機つ１施

内内械い以設

以以以以
施て内整 内内

対合
でっの

町者あ分

市象に

村
場、内

補るは以

があて

第
政
農

） 助

第
政

農
式
様

号

、、

号

八
五

式
様



境向る助農

支環にす補

整

対菜とけたす地

援野

地、。備

策等調ためる

連

業作し域予関

事畑和
物たの算

北 海

地

公基の、。畑

営める

産

牧と善算帯

共幹改予

形

利る合範地

場なとの

用公理囲

道 公 報 号外第

のの

地地すへ算

進化予
組囲

用用た取範

域域る
支で

機機のを内

水水め

能能諸

号

平
成
十
四
年
五

産環組範大

の循取の麦

形農促内等

地型を囲豆

成

村
町

市

、
成業進で生

盤

進牧をで基

推共化内

備

業のる助整

事場図補

会２出と支め市

経たす

団村

業以資な庁る町

農

の又てが体

協上者っ長

町構る当

組市はい適

同

が員人認

連村成法と

合

維動す助

増を活援補

合

・組たる

事持やるす

進

地

市土土
、

増織め。

業

連
区区

良良

村改改

町地
合

月
十
四
日

火

曜

日

経村

事る町

策す市

対要
場整

う地

行農

を費が

業

牧該

け麦

お連

に関

合備

業町

農出又場事市

が人

協者支用に村

業資は利
長進す畑

同若庁推要が

経帯

合くが事る地

組し
合構当を費産

連は適業

、員認う形

会成と行地

市がお
合に

２とめ場成

該

、域当

村地る

町、け
能に

改機業

地水事

土用
は事る

又進す

区増要

良

業産

事生

該等

当豆

る大 合基

内
以
１
の
分
２

に拡

お整

上っ団に盤

以なる
る支

市いがけ備

のて体

２

村法共当援

町る公

内内

以以

１１

のの

分分

良う
改行
地を費

土業経

あ分事事

連合
区場

費費

っ 入の業務

て 植
は 型以

家）のの 、 農内分分

） に

つ備
理いの

処つ分

物に
施て

式農式共

整、内

設は以

第第 第第

政政 通通

共農
号号

式共

式様様式

様様 号号

第第第

政政通

農式農

通

共共共共農別式共

号

第第指第

通通通通政に

第第第

示
様る様

号号号号号す号

式式式式様式

様様様様

第

通通政通

共共農共

式
第第第

そに

農式別式

号号号号

３示

第の指

政

す

農式農式農式

様様
る 号

政政政政政 そ

農式農式

１

第第第第第 の

共共村除

第第請あ。

通通申でく

者る）

町を

様様市合

号号が場
政 通そ

共農式農式

式式
３
第第 第の

政
号

出

提提提

様様式
様 号号

す支正

限先数

期部 出 出
示部

指日１

にる庁副

別

提提

式式式式

様様様様
数

部期部 出 出出出

提提

庁副

１別す支正

数限先

示部

指日１

部にる

様様様様様

号号号号号

出
提提提

式様様

様号号

別す支

数限先

部期出 出
示

指日

部にる庁

１ 八
六



的立の

率確算

平 ・等範成 安を囲十 定促内四 的進で年 なす補五

北 海

促産
備生

整の
盤業

基農
進性

道 公 報 号外第

散備をで

向る助整用内

る規在及図補

けたす小

地、。模すびる助

ため

用める

域予土る農たす

の改規地、。

の算地小

取

号

田備飼

拡水整・

産盤豆
物

進汎契作

推のを料

大

農る助

業化との

事用機

月 業たす十 経める四 営、。日

協が
業事者

農知る

の予

火

組当
同適

曜

認
合と

日

市土
効

、
上

業向
事の

め

良模等予

区
良

村改
町地

高の

を囲事農の算

組範

囲

進で地度範

促内業用

者

市土農知る

す補の利
同適

村改協が

町地業事

し産

め
認

合と

区組当

良

の・成

め麦形

たた地

の

行
を費

業経
事る

基大に

知
は

当
る
け
お
に
合
場
う
と
土当
、適
村が

町事
市

が
、者
区る
良め
改認
地

農

事費
全業
保事
災認
防特

は良す

費
業

費生

町事業経

市知事る
う基

、適行の産

村がを
、事

地と場ち盤

土当う
に費

良めに次業

改認合
がるげ

、者け掲

区るお

経
事る

進す
推要

大に

農

該

お
に
合
場
う
行
を費
業

整
協盤
業基

す
要
に
業
事

たの円

又進
合促
組備
同

だを
、 、度 のは し限 分額
補と 以助す

も

業小当る

）金万る

内

組土業

同模事の

協規該
のに

又改要

合地に

事

生中
基区 のっ 費産の 分あ 業

て 盤画

る
け

内業理、

事整は 以

指
そに
式別式

業
事
該
当

農式農式

様
る
す

１示
の

第第 の
政政政 そ

式農式

１
第

第 第
政 通

共農
号

農式農式共農
式様
様号

の第

政政政政 そ通

農式
第第第第

１

農式農式農式農式

。

号

第第第

政政政政政

農式
第第

政 通そに

式共農式別式

１示

第 第の指

号す

農式農式

式様様

様る 号
１
第第 第の

政政 通そ

共

第 第
政政 通

共農式農

号

第
号

農式農式

式様様

様号号

第第

政政

支
先

出
提

様様様

号号号

す八 る庁七 日

様様様式様
様 号号号号

１別
数限

部期
出出
提提

示
指

部に

様様様様様

号号号号号

出
提提提

式様様

様号号

別す支

数限先

部期出 出
示

指日

部にる庁

１

先

期出 出
提提

様様

号号

示
指日

にる庁

別す支

限



北 海 道 公 報

事
備

整
盤

基

号外第 号

平
成
十
四
年
五業 月
十
四
日

火

曜

日

併

備
整
設
施
全
安

イ

道
農

客事

農

業若又行ア

農土業せ

用く当事業農

用しはう
事に用用

排は該業用業
水排

施画業要排用

水区
、理次る施水

設整とす

い掲費設

農のに経設施

別当掲

あ分事事るに

道

費費記該げ

っの務業

て

事る は

の掲ご 、分に業率

げと

務業だ掲

るに事事たに

記該げ費費しげ

別当掲

、る 事る

の記業

に業率分分別事
に

掲ごの

げと

の

きかも

暗れる

、ずげ

事

、
水うを

排行と

ょを

第
政

農式

費
業

に

そるめ農設備はる合

の事る業を区事
っ

他業書用安除画業あ
含て

次ご類用全く整を

農式農式
にと排施。理

政政政政 そ

式農式農式

１

第第第第 の 第第

政政

農式農

掲に水設）にむは
様

号

げ定施整又係場、 様様様様

号号号号

様様

号号

八
八



平
成
十
四
年
五

北 海

集等

等地

地用

用農

農

ア

道 公 報 号外第 号

月
十
四
日

火

曜

日

う

業

業事

事化

化団

団集

換

地掲交経交

用に
農次

合

のる分体分

等げ換営
促帯

団業成附

集事合育

業す換道

事要進農

化に
のる地等

理
整
画
区

土
客

るに事合除

水
排
ょ
き
暗

げ費係。

別当掲務にく

記該
事るる）

ご換のの

に業率交も分

掲
げと分を

と整

環費調備

一経等整

費費

務業

事事

行
て
し

の
分

だ掲の

分事事たにあ分
っ の務業

費費しげて

、るは

のの記業、

分分別事
に

業だ掲

るに事事たにあ

該げ費費しげ
っ 当掲務

て

、るは 事る

の記業、

業率分分別事

ごの

に と

費費記

務業別

事事
げ

の掲

分に

八
九



北 海

農復持める

旧害維たす
予

地業地旧及、。

農事

の

農び業経算

・及事び

用業行の範

業農を営

道 公 報

地
イ

作事
図進

形促

号外第

成作

作図

図形

形地

地

ア

号

イ 平
成農 十用促 四地進 年等事 五

設施、定内

施用い安囲

害の業図補

災設農をで

市土農知る

復災のる助

適

村改協が

町地業事者

業

め
認

合と

区組当

良同

業

業事

事成

業）
事費

成 集業 月団費 十化） 四事 日業

火

曜

日

事設該

市知施当

は用る
に

、適災業

村がの事

町
認旧す

地と復要

土当害
費

区る業経

良め事る

改

区行
を費

農が行

、者を

施お
実に
理合
整場

画う
の事
区該
地当
定る
予け

に

同又合

協地場

業農う

記
別

又業け

合農お

組は

たにあ分事事

り
お
と
の

費費

っ だ掲の務業

て しげ
は 、る
記業のの 、 別事分分

に

成る
作す
図要
形に
地業

費
業
事

等経

の
分

費
業
事

の
分

政政

農式農式農式農式

第第第第

政政

第指

政 通に

共農式別式
示

第
号す

農式農式

式様様

様る 号
政政政政 通

共農式農式

第第第第 第
号

様様様様

号号号号

式様様様様

様号号号号

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
示
指

九
〇

る

ア請限

、申に

でを合

さ
以択

業場
事た。

のし 新た

成にれ

平降
度採区

年規地



平
成
十
四
年
五

北 海

る助

北推道図補

合をで
める

大事農たす

の進産

め物予

の産、。

地業畜

道 公 報

地運農作、。

ロ農める

ぐ推業安算

域動作業予

み事故の範

る進事全の

農業の確囲

号外第

料料る助

肥肥す補
進で

、。

コのめる

低費たす

トコ予

ス低

号

月
十
四
日

認海市会

組っと北外議

す支め道場

織て

火

団長も畜拓

る庁る農開

曜

で適物進

体がの産推

日

み需の

ぐの算

あ当海協

組

総大内

食拡囲

愛要範

拡海員業合

北要北委農

米・市

道大道会者・

海

売業村

畜進販農町

農推
大同が

物部拡協等

産本

補

業然をで

作未保内

需

とたす

故止る助

事防図

協協

町業業

市農農会

ゼ

算

合
連

合合
組組

同同

村

を囲

進化範

推トの

化ス
業業

市農農会

業推内

事
合合

組組
同同

村協協

町

北

合組認業う

３４

合
連

るう合海

に農織めの場

け者るもちに道

お業す

広け畜

る・団の、お農

業で北域る産

当農体が

該海

事協あ海ブ当物

該

て米ン事外

業同っ道ラ

２

要合支販ド業市

に組

海合北路事

北場販上

１

道大及

海道に海拡業

北

道

農産け米促び

道農お
ブ当売事外

畜物る販進
大の路

物ラ該拡業販

産

大

要ド業委う拡

需ン事

推要

合動に

拡確に員ち

村会事る

町合進す

市連
域行

農地を費

、が業経

組み合

同る場

協ぐう

業

連場
合う

又作お

合農に

、がお

村会に

町合合

市

該

協低当

業料る

農肥け
化に

合ト業

組ス事

同コ

要開

す・庁路育に場

又

が大事す拓

る市長拡成

進

費村適促業る推

経町
と事行費協

等当進を経
以

１１

のの

分分

２２

が

業

大立要会、事

内内

以

業る北内を

推事すが道
道率う

本を経海食行

進
２２

がう米向場

部行費

内内

以以

１１

のの

分分

該

業故当

農事る

は業け

分
２

組運業

同ロ事

協ゼ

農進す

は推要

内
以
１
の

行
同を費

協業経

業事る

農別式

内
以
１
の
分
２

組

通政に

農別式共共共共

第第第第指

政に通通通

示

第指第

示

様る

号す号号号号号す

式式式様

様る様様様様

通通政

共共農

式様式式
第第第

式共共共共村除

号号号

別

あ。

に通通通通申でく

者る）

指第第第第請

示

様市合

す号号号号が場

式式式式町を

る様様様
第

通通通政

共共共農

様

第第第

共共共村除農

号号号号

共

。第

通通通通申でく政

第第第第請あ
者る）

市合様

号号号号が場号

式式式町を式

様様様様
第

通通通政

共共共農

式
第第第

政 そ
農式農式

号号号号

１
第第 の

政

農産全のあ農産九 政食室事っ政園一

は農課

部品、業て部芸

式式

様様様

、

道安２に

先

部期出 出出
提提提

式

事っ

１別す１のあ

数限

は

指日び業て

部にる及

式式式

様様様様

示４に

先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限

式式式

様様様様

示
指日

先

部期出 出出
提提提

式
部にる庁

１別す支

数限
示
指日

様様

号号



リ通集

クク流収

業らの
供

ンン消提

ーー、、

リ
業業に等

農農費

北 海

質工る助

事を体加図補
る

産る強資たす

業農被
定にの、。

物特化金め

産要通算

自農必融予

の
由

道 公 報

工
加

産
農

定
特

号外第

地促びをで

化を及化内
助

ー循域進食図補

フ・

、産たす

ド環農し品る

ス進産地業める

シ推水

テ事物域の、。

号

平
成
十
四
年
五

る導

合生た指

総のわの

事か報啓

進面情・

推産
業農

承にた北究市農営

議村協集

認基法海協町

業き有会同団

事づ人道

さ業

携立農合

提設機組

範

化加なのの

画れ研

計

内

の業定滑囲

等工特円

事

響の産をで

影者農化

成業

特を構事関関を構
接員協

定直成業連連直
産又と同

農接員協農農
加加はす組

産又と同産
合工工間る合

加はす組
特等業業接関等

工間る

業
者の定者者の連

業接

工
加

産
農

定
特

化
強

質
体 興算 ム業のの振予

者
業

高範 携

工水・の 連

加農
品知適

強用業度囲

利産

と

町業団産事当

市事社
同人協は認

村協法業又

合海会庁る

組北議支め

食が体

道長団

月
十
四
日

火

曜

日

北技当対市

業るの

１２

道普事と村

海術該象町

機促にるク

有及業なが

業事す費ー

農進要経リ

費業

究を経農

研業るン

中特けを

はらお率

協行

入て

企農借じ

小定る乗

融工均た

金加平得

業産
、をに

庫金高

公資残額

特

も

統り記

系借別

連連連事農

検費導定

の

加

携事携携携業産

連討
化化化工

強業強強強費

売循者

・・販・業

化費

進推が

環環推環等

循循

循し該

進進実進国

推推

庁ムは環当事

道支テ又

町品長連市推該業

市食

業要

村産が携町進事に

が業費す

、業適強村事

と・フををる

事協当化

協会認循ー行補経

業議

すの

同若め環ドう助費

ス業るう

組しる推シ農

体事テ協場ち

合く団進

海お
がに

会合
議場

、は

ッ事
ケ該
ー当
マる
外け

は地

議う又産

開に
ト業

有に該大

が合当拡

会場
２２

農け助業

機お補事

内内

以以

１１

のの

分分

金入
る

関場げ

機た掲

融れに

組実験技民
かに年

等合

化実証・融

織験実術金

企事業営庫

・証事経公

画業費指又
の
分

社知が業ム同合、

内
以

おに

団事フを連組に次

強等け掲

法若ー行携合

シ場化にるげ

人しドう

海はス合・対当る

北く

事す
拓要

内
以
１
の
分
２

共共共

う
行費
を経
業る

共
第第第第請

通通通通申
者

様様様様市

号号号号が

通政

共共農

式式式式町

第第第

通

指第

に政

別式農

号号号

示

共村除農
様式

る様

す号

共共共

。第

通通通通申でく政

第第第第請あ
者る）

市合様

号号号号が場号

式式式町を式

様様様様

第第第

通通政

共共農

式

提

式式式

様様様

号号号

数限先

部期出 出出
提提

部にる庁道

１別す支海

指日有

限先

期出 出
提提

示北機

にる政食室

別す農産全

部
出

提
示道安

指日部品

政食室部

あ農産全１
数

様様

は道安

て部品）

っ

出 出出
提提提

式式式

様

支道に事う

数限先

部期
にる庁のわ業団

１別す
指日区たを体

部

３には

示全域り行に

九のあ支 二

。
い
な

し
要

業て
事っ庁

は
告
報

績
実



業平 地成 域十 米四 消年 費五

北 海

のの範広

米費の業

消算
で消

位大内米

地拡囲域

見図補費

をを

道 公 報

総
大

拡
費

。消

る米

す

号外第

農サ農め

の予適リなた

業化業イ村、

総算農正

的範生事用ク環予

合の

づの

な囲産業廃ル境算

材ラ推く範

推内資プを

進で

号

消に

活の、と

発等にこ

どを者り

な組費よ

動取

拡

通援のク

を支等、

月 大十 推四 進日

村
町

市
事

火

曜

日

る推

したす大

直る助拡
大

の予事

そ、。進

、め

会
米議

・協
道進

海推
北

り囲

業
事

策
対

合

拡
費

消

棄チしに内

を補廃ス進

補

るす物ッ、資で

図助

の適る助

たる処ク快す
団

北ラ理知る

、
め。理

適

道チ策が体

海ス対事

適会と

業ク議当

農ッ協

す理リ

プ処め

廃正認

用

農

生とをン

、る解ー

じ
る

支め
者もる業

産と得

う

認
と

当
適

が体
長団

庁

地け
がお
村に

町合
市場

拡業
費事
消該
米当
域る

海費事

北消該
米当

大に

す

米推要

・大に

道拡業
を費

拡業経

費事る

消進

業
事
該

当
る

進う
推行
大

すイ

１２

費
経
る
す
要
に

対北対業る知ク

の理事
費が活

象海策を経事ル

な農議う適動

と道協行
が合と化

る業会場当強
め業

費廃廃に認事

経用

団行

ララけるを

ププお

地し当

を産対る

スリる

業

場大該事

う拡当該

行
を費要

又業業に

合事事
経

町う補る

市行をす

は

す
推要

が業す費

村農助

額
定

行
を費
業経
事る
進

広け
がお
会に
議合
協場

場

チサ当体う

額
定

域る

に

クク事地合

ッイ該が
け

正推にリお

適ル業域

のの

分分

２２

処進要サ

ク協る又

内内

以以

１１

に該

ー組合当

リ同場は

業にけ助

農等お補

ン合

政に通通

農式別式共共

第指第第

示
す号号

共共

様様式式

る様様 号

第第
通通

通政

共共共共共農

号号

第第第第第第

通通通通

４

様様様様

号号号号号号

農式

式式式式式式

様様
第第第
政 通通政

共共農
４
第

くに

除農式別式

号号号

）示

第 。指

政

す

式共共共共村

様様
る 号

第第請あ

通通通通申で
者る

第第
様様市合

号号号号が場

農式

式式式式町を

様様
第 第第

政 通通
共共

でく政に

村除農別

号号

示

あ。第指

る）

様

を式様

合様る

場号す

限
部期

出出
提提

式式
様

正別
数

九 副に三

部示
２指

提提

式式式様

様様様号
産

数限先

部期出 出出
提

芸

部にる政園

１別す農 て政食室

示農課

指日部

策には部品）

ス適対会

全

ッ処協あ、道安

チ正
ク理議っ農産

出
提提提

式式様

様様号
支海用

数限先

部期出 出
にる庁道廃

産全１別す

品）指日農プ

食室部 政

農協あ農
安示北業ラ には道

研会て部

業議っ
、

究



助新ル牛需

内図補デな
に

業たす需事乳要

農る
。適び応

生める要業及

型製た

の予合乳じ

産、
維算

北 海

産る力

ためる進生れ産

成調中を

水、。水事平
整で維

田予田業

農算作

緊水・

業の付年の、持

囲系に急田増

の範体度

確

道 公 報

田業域よ

水事地に

進着
力

振作活

域興、

地振り

興物

号外第

給
校業

学事
飯援

米支
等

号

平
成
十
四
年
五

・範牛等牛

持の乳品乳

大内良新資

増囲改のの
事

市農会知

をでモた質
と

組当

同適

村協が

町業

転お拡の進

合め

連認

合

つ

をで換い大有し

立内

米行るつ

図補緊てがす

たす推のわ生国

る助急

が体

町業事団

市農知る
め

認
合と

組当
同適

村協

定

定入安

物導る

作のあ

環
食

村
町

市
促定し

着・

村
町

市
備

整
境

月
十
四
日

火

曜

日

農とデ業

る当モ事

協め事行

費業認ルを

経
う田田同る業う

の水水

体行業

ち作作組団を農

体体連がう協

、付付合

合組

に系系合新場同

次

換若要又合

掲転転会需

事
る指助し適は若

げ換

推該業

事に経体う急当

合進事に

業要費市が場

村田又事業要

費す町水

補経若作は業費す

をる

補経

助費し付市ををる

村う助費

す又く体町行

知転が農す又

るはは系

合該事換水業るは

場当

合該

に補が緊田協場当

く

業作し
お助適急作同

う着農

町行定は

市を物
が

水合進者

が場促業

村
市を織

地は業組

田又事
団

興村うる

振町行す

域

を費

市業経
事る

作が農

に
飯合
米場
がう
村行

町

し

環当
食る
給け
校お
学

は型町く

も導成く合市
知

進業知乳村は

の推事
業が改当事

事費事牛が

額分

２定２

費適良該が

補

内内

以以

１１

のの

分

合お助

けの当推付組に

事系等け対

る対と進体

とめ業転にる象

当象認

な

事なるを換対当と

該

水業体
業る団行緊し該

し

着地同対

定田協に

物
興若該

進振合当

促域組

事
境該

内
以
１
の
分
２

事

３
援す
支要
等に
備業
整

式共共共共

内
以
１
の
分

第第

くに通通通通

除別
。指第第

）示
る様様様様

す号号号号

通政

共共農

様式式式式
７

第第第

通

別式共共共共村

号号号

第請あ

に通通通通申で
者る

指第第第

示

様市合

す号号号号が場

式式式式町を

る様様様
第指

通通に

共共別式

様

示

第

式別式共共共農

号号す

第

政 政に通通通政

農農
第 第指第第第

４示

号す号号号号

式式式

様る様様様様 号

通政

式共共農

式様様式
第第第

通

式別式共共共共

号号号

第第第

政に通通通通

農
第指第

示
す号号号号

式式式式

る様様様様 号

政 通通政

共共農農

様様

４
第 第第第

第

通通政

共共農

号号号

４

第第
式

式式式

様様様

号号号

４
第 第

政 政
農農

提提提

式式式

様様様

号

す支

数限先

部期出 出出

る

示
指日

部にる庁

１別

出出
提提提

式式様

様様
１別す支

数限先

部期出

様様様

示
指日

部にる庁

期出 出出
提提提

式式式
る庁

１別す支

数限先

部
示
指日

部に

提提

式式式様

様様様号
支

数限先

部期出 出出
提

２指日

副にる庁

正別す

部示

す支
先

出
提

式様
様号

九る庁 四日



平
成
十
四
年
五

北 海 道 公 報

で
内

囲
範

の
算

予

号外第

質の

大子酪体通

利の融
化滑

畜給経強円

家補農
必を

営業及に化

経事営

体び

号

る助
図補

をで
上内

向囲
める

たす

月
十
四
日

火

曜

日

る

質肉要図
。

る
す

助
補

経金め

化牛資た

強用な

、。

村
町

市
金営の、

資

経のる

体
団

る
範

の
算

予

市牛営契当

用
営質に利

業町経体約該

村
がを強よ子

新費

融行化り補

需

資う資利給

要

補要

合育機農金子に

適

かにつ給す

型種関家に

経

精実ら融きをる

受法

適補経ち
卵践酪通当行

はに

とす又次

当助費、

る合該げ

め場当掲

認る
のの

体お助も

団に補る

該と

し当象

対る対

にけ
、

らに、ー

パ度けのはパ

セ成貸れあ年セ

ー平に

ン ン３したっ

ト ト年付もて

に、

けのはパ度けのは

れあ年

らに、ー平にら

れあ年セ成貸

ン２したっ たっ

ト年付もて もて

き算
のた度けのはパ度

次し
割額昭にらに、ー平に

合以和貸れあ年セ成貸

ン元し したっ で内

ト年付 計年付もて

れ融場

導モ農さ該う費
に

モル営た資合

入デ経

業は家関お

デ事又大機
給たの

事費肉畜とけ

ル

当対資資

市るの融融

す
利と関高

村該象機残

町
補っとつ

交子なごに

が

事に経

該業る

当事な

付

共

をるう

費すの

業要費

第第第

通通通

共共 式

式式式

様様様

号号号 号す
７示
第指
政に
農別

式様
様る

九
五

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数
。
報い

績な
実し

要
示
指

、
は
告



北 海 道 公 報

補
で

内
囲

範
の

算

号外第

性円

大補酪活の

子の通
に化

畜事経化滑

家給農
び要図

営及必を

経業営

活

号

平
成
十
四
年
五

資た

性肉なる
。

る
す

助

金経の、

資牛金め

化用

村
町

市
利営融予

月
十
四
日

火

曜

日

利

市牛営約該

用経契当
補

村営性よ子

町経活に
に

融行資利給

がを化り
す

機農に補要

資う金子
経

かにきをる

関家つ給

酪通該う費

ら融当行

に、ー平

パ度けのはパ

貸れあセ成 年 ー平にら

セ成

ン９ ン８したっ

ト年 ト年付もて

に、

けのはパ度けのは
あ 年年 らに、ー平にら

れあセ成貸れ

ン７したっ たっ

ト年付もて もて

き算
のた度けのはパ度

次し
割額平にらに、ー平に

合以成貸れあセ成貸 年
ン６し で内５したっ

ト年付 計年付もて

機に

経れ資合

農さ融場

は家とけ

又大関お

営た

融融

す給たの

肉畜のる

はパ町当対資資

市るの

高

に、ー村該象機残

の

なごに

あ年セが利と関

ン交子 っ

ト付補っとつ て

した

成貸れ

平にら
度け

通通通

共共共

年付も

４

第第第
提

式式式

様様様

号号号

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

示

九
六

は
告。
報い

績な
実し

要
、



資たす

なる助

平 金める成 の、。十 融予四 通算年 のの五

北 海

金める養給養

資たす補

予経業経

の、。豚事豚
活

のの活の

通算営営

融
円範性

道 公 報

営

経経

豚業豚

養事養
給

定安

安の

営

号外第 号
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行は年施定 い

１設す農 て う

月災る林 事

産 定 の 業１害地水 暫 分
日復域

か旧と業 措
る設 法 農ら事す施 置 、

業

）害 と 用月費。災 」 業

国 施

よめ村 年年法第
年りの地 法法律

盤及

律律第号法過基域

）律疎 第第
号第第地整び

域備急 号号）２

促斜

））第条号との傾

第な進畑

第第７第）み

第項２さに地

２２条１

第第１の条れ関帯

条条
１２項規第るす

セ
法

項項の定１区る受

成ト
第 平ン

律 、

以
基
ま酪 に

度が ） 年上 号
農 集

採業 く
に専 づ

で農

業額 額

れで 酪
さ家 約

択

い額 き用で をに つの つ
施除 超８
万 てに
設し え
い にるて 分円 はつ

のを 部 係得 乗 て
分 るた 分
のじ の も率 の

分 比た 額 のと

のにに に にす の ）率額
つ ある

い っ。 比よつ
て て 率り当き

に算該

す農係農てに ての

は は

る地る地あ

。又事に被っ 暫
措該

以は業つ害て 定当

総事 置部

下そ費き者は

総作数業 法分

このの耕

項域額の」費 施の

の区
に内事と総 行う

」、

おに以業い額 令ち

。被 と事

いあ下をうが

のう）害 い業

てるこ行

農

復 い

事地項者に者 う費

にま補限旧 う 設日庫に

の、業 ） 係で助り事 。

国 ３ も発暫そ費 第 るに
にし措災庫 条 の生定の

にを助 ４ あた置害補 第

暫 の て害関受の 項 っ災
よるた定 規 はにすけ

り法農措 定

項域法益

分甚律地置 に

定基にを律地

のの規に

定定にづ規含内

規規

成平

にに基き定む平の

る）５均

基基づ指す。

指さ過、年斜

づづき定

指指定れ疎特法度

きき
定定さた地定律が

さされ地域農第
度 れれた域山
）上

たた振、同村号以

第域第の

地特興過法地

もる 地
たあ 農

域別山疎

お
、に に

で域 内
の地 域

行 行
及て て
農い い
酪お

牛業 、
用事 れ
肉う わ
び

振況
の現

事分 よ出部
業の りし分

算ての分 費
融千
ア
１

出得総うのの

総

関企ま

機小円

資中万

数額 ）
業がにで８総 。

っ円に 第が

費受おあ万

とすててを８被

」益い

３

記
別

に計の規

よ額場定
別別別

りを合中特特特

、加に

政政政

農えお通財財財

額て補援援援

地たい常

の大又に よ

又

な昭は関 り
の業る

の被和農す そ

比害

令め

令定業旧く行定

３
激に用事。

と

昭 甚よ施業以第る

和 災り設に下

害農の要こ条こ
１に

年 を林災すの第ろ

に２地
受水害る項

、豪村地

け第

豪雪、域条お条域

雪地半自第

用

、
地帯島立１る１水

用定し

にの生なを適規

れそしをな

か事しさ、

費もたのな適い

か業た

し

らののも事い用。

わ

と費のて

ず総との業も

戸
関益
に受
興で

、額み

け

平法域受

置区を

２
す

行すた

成施と
第。地

年令る農

農での

が業で 月５）及

額
同金

融協入分

業借部

合７

資場億
の２
合が

組

助

機成以成以

平日平日

控法法法

はを、助助助

業該別除施施施

農当特

令令令

用災財額行行行

復援と第第第

施害政」

設
に旧助あ
第第第

つに法る条条条

る行は１１１

い係施の

ロハ

、そ令、号号号

て
当れ第イ
控ににに 該ぞ

り

令 け産復経に項よ

政

い定区

第 た大旧費おに

地臣事の

域が業額てめ分

告費るし 号

そ 以 激示に第控額、 。

額相の 下
甚す対１除に

区るの」当区

災るす項

害

さ 別
に域補規とす分 特

う部れ 財
対と助定いる

比よ。分た 政
処すのに

項

当になみのと前

する

し額ての

該つしな総し

年、かてで前規

３き、

しのに

間当つ、除項定

３そ項て規よ

の該、前

に算

害年のの得定り

災

域助率よ出

に間地補た

た

り災にのとりし

よの

率る出同

被害つ比す算

条内び
害がき

い用

ま３お業

日のに農

３項平設

の２て施

で第

災

年の成の

間規
月旧

発に１復

に定年害

たそ日業

しり１事

生よ

９資

年に年に

２前２前
の

月金月金

４資
の 関

降を

以付以付

日貸日貸

降を一 平受平受〇 成け成け七

合

年場年場

２た２た

９合

定定定

各れ条除規規規

事び」すすす

号の及額

額額

定業第とるるる

に

す額 め費

つつつ

るの条るににに

率額適いいい

比総の。
にははは

にで用ててて

りし当、、、

よ除
算てた

援

したて分分分 出得っ

額分 助
る。率る）の部

にうをの 法
た）は率の

お第よち特額 施
めに、

令
特け１り、別に 行
の

政そ 」
別る項算市財、

し村援れ と
の当の定町

激定てご助ぞ い
財該規

。
援甚に得と法れ う
政

行の ）
助災よたに施次

に特令各 第
等害る額、

にに額

。し項

関係に相別第号

成定適たたの

を平暫を
措用だ同規

受
け

、のに

た年置しし項定

月第算こ規よ

農１法て

に補

及１３出の定る

地

第たのよ助

び日条し項

率

業ら４補規るの

農か
項助定補 用

、の超

施月の金は助を

規の 設

のかの
の日定額こ率え

業

害年ら事

災
にご

に

よと月費

りに
でる

大林ます

甚農日対

害大発助

被産に補

な水
た率

受がし比

を臣生の

年

月月 た示災は

け告

て率はののの

率％％ ら

額るれ

たすこ

得と、

合この

の。

に 条 する、当財

げ ２
る農当す政条掲 第

助１る 項
法地該る援第

害を法号区 の
律又災額

行規農復除施に分

施は

ら、場

災まににれがる

のる当のこ合

害でよ相

項、

旧間指す規のは

復

が額をの適

事に定る定

域るに前

地す害、
業発

市よ項
害定

定村被規

暫町りの

措の
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号外第 号

平
成
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四
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五

）

成以成以

平日平日平日
年に

２前２前３前

成以

協入分

業借部
年に年に

合億

連２

合が

組額

同金

会７

を ３

け成以

日平日平受平日

５前５た２前

以成以成

るも

に年に年場年に

前

がは
額又

金分
入部の

借

１

７業
億企

２大

成

平日平日平日平日平
前４

成以成以成以成以
年に年

２前２前３前４

を
年に年に年に

１

け

日平日平日平日平受
５た

以成以成以成以成
に年場

前３前４前４前

に年に年に年

月
十
四
日

火

平日平 曜

２前３

成以成

日

資

年に年

資 ９資

の

月金月金月金

の の
以付以付

日貸日貸日貸
平受

降を降を降を

以付
成け成け成け

平受平受
年場年場

２た３た３た
合

年場

合 合

合４資
月月月

資６資

の

金月金月月金

の４の
付以以付

貸日貸日日貸
平受

を降を降降を

付以
け成け資成け

受平受に
場の年場

た５た金２た

合貸９合

場年
合
月付月

資３資 資 ４資

２

月金月金月金月金月
の の の の

以

日貸日貸日貸日貸日
を降

以付以付以付以付
平受平

降を降を降を降
け成け成

平受平受平受
４た４た５

成け成け成
場年場年場年

２た３た

合６

年場年
合３合 合

合
月月月月月

資 資３資 資
金月金月金月金月

の２の の の

付以

貸日貸日貸日貸日

を降を降

付以付以付以

受平受平受に

を降を降

け成け成け成け資

受平

場の

た４た４た５た金
合貸

場年場年場年
合 合３合
月月月付

資
月金月
の

平

降を降

以付以

日貸日
場年

３た３

成け成

平受
年
合
月月

を

％％％

北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定４
め月

％％％

入
り
借
が

％％％％％

小円
中万
千
イ

％％％％
企を

％％

年る１ 号

金
助

補
て
い

お
に
度。日
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付
交
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等

１３

以成け

日平日平日平受

の
も
た
れ

以成以成 成

平日平日平日平日平

業超
成以成以成以成以

額又
金分
入部
借る
でえ

７業
億企

２大
がは

を １３

以

日平日平日平受平日

以成以成以成け成

務
事
る

す 成以成

平日平

補知

、道

業海

事北

は
又

５前５た

経
象堀

対
助事

に年に年に年場

前４前

合 資６資 資
金月金月金月

の２の４の

付以付以

貸日貸日貸日
受に

を降を降を降

付以
け成け成け資

受平受平
場年場の

た５た５た金
合貸

場年
合６合

年

２前２前３前３前４
資３

年に年に年に年に

資 資 ９資
月金月金月金月金月
の の の の

以

日貸日貸日貸日貸日
を降

以付以付以付以付
平受平

降を降を降を降
け成け成

平受平受平受
３た４た４

成け成け成
場年場年場年

２た３た

年場年

合３合 合 合

に

前４前５前５た２前
４資

に年に年に年場年
合 資６資 資

の

金月金日金月月金

の２の４の

以付

貸日貸日貸日日貸

を降降を

付以付以付以

受平受に平受

を降を降

け成け成け資成け

受平

年場

た５た５た金２た

合貸９合

場年場年場の

合６合

資３

年に年

３前４

月金月
の

降を降

以付以

日貸日

一平受平 〇成け成 八

年場年

４た４

３合

月付

等
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助
補達

、
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％％％
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安通た

行補高を流る

４
化全定加め

う助水度安

る物対か的工、

たす産

算

、。産策つに体予

め

品給のの

予地事高供制

算流業

道 公 報

た廃

よめる下場しの

３

し海棄

る、。海沿しと

漁いて浜物

漁予面岸て

の境場る重にの

業算環

収

害範保と水要お回

被
を囲全し域ない

号外第

野高道

と保囲業本

１２

をで生強周

と沿ど全内

漁駆図補水度辺

ど岸を

来

害場除る助生漁に

被

物の遊

防のしたす動網

止水、める

号

的

金は目

助又の

補務そ

能

交のは

を業又

等事

月 強十 化四 型日 施

火

曜

日

なる度囲

の通質す高範
をで

囲工水た化内

範加

で設物の図補

内施産め

内推て又水て及

村
町

市

処

止で進効は域、び

防

隣木理

す補事用沿に流

低漁接等を

る助業が岸

、。共導す

村
町

市

たす

策に場予存入る

対域漁

策よド

事お環算対にト

ての範事りに

業い境の

趣

合
組

同

村協

町業

市漁 補
事び

る及
す称旨

付名

の市

う施

１２

者
象

対
助

村流め村

町地た町

市産
導地

漁機指産

が通のが

同化要通

協強に流

業能

す
要

合施る能

組型す機

海
う
行
が費
村経

町る
市 漁業漁

要事度

保
境
環
面

協行を

町る業を網

市す

組のい

が費同う用

村経

網

とが要袋

う合にた

行

水経購

被生るの

ど野す

強

象
対

助
補

防生費入

害

対備型

に整費化

等設経
３

行実整

て業設

し事施
内

以以

１１

のの

分分

２

の
分
２

に
業
事
進
推
全

内

物う要

止動のに

内
以
１

経

事存、る

策共ちす

対

分

２８

に策強費

業対高

経

内内

以以

１５

のの

分

真負
写請し

等
率

助
補

費

に

共共水水別式

書
約
契
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共
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共共水水

号号号号過明
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様る

第第第

通通林林

式共共
第

１
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１
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様様様様様様
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式式式式
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１示

第第第第第第第指

１

付類

号号号号号号号す

係
書関
請き
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付す
交
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績す
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添書
に

写
の

書関
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一
〇
九

式式びる

様様様様及す

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

正別す支

数限先

様様様様
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２指日

副

出 出出
提提提

式式式式
庁
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数限先
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様る

部示
２指日
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式式式式
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る庁副にる庁
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副に

及

交出限

添書
に係

部示

提出

請、提

申数び

付部
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摘
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成
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四
年
五

設
施

化
度

高

地
団

工
加

産 月
十
四
日

火

曜

日

業助

う実整棄漁補

１２
事水協す

市無施市備型

た村業産同る

町廃の町

が型めがを加組場

村棄

等に

漁水の無行工合合

場地にお

業産指廃う団

に型合基対け

協加導棄

組団要水又盤しる

同工
合地す産は整て当

高高
策理
対管
境質
環品

１２

設設
施施
化化
度度

象に

うの事等組場対置
と係

市環た市業高合合
なる

町境め町を度等に
る経

村対の村行化にお
事費

が策指がう施対け
当業

漁等導環場設しる
当該に

業高に境合整て
事該事要

協度要対又備
市業事業す

同化す策は
高町を業又る

組施る等

合設経

安広そ

るの設設

す助の
象に地定域の

場対置産

通知

にと係市供流他

合

経機機機事

おなる場給

特

る事費能能能が

ける
に度度度に

当業高高高

備通協
事要化化化必

該
等

を強合

業能組

事機同
設し

場施対

う型に

行化
市事該

は備当

又整て

合

該事

等基る加市備当該

村業事業

に盤経工町事

備地がを業又

対整費団

を当

て事基無行費は

し

の

分分

２２

行業盤廃う

内内

以以

１１

の

２３定た設施
にの

分分ためす及設分

造そつ８

ののだる製び

、準加のい以

１１し基

内内別を工附て内

以以

行費は次

に満施帯は）

がうを当の

等整費度村

事施環漁補該施

に備化

の

し業設境業助補設

対

るの設

て実整対協す助

以
１
の
分
２

行施備策同

設設と

業す施施施要

内

る

当のめ

は次認

又る設
８

処びにの

補設施

該施
附て内

加のい以

理そつ

施帯は）

工
設施

費

村を業

町業事
及設分

業助

地漁補

産うを

が行
うる

流

満

し別を

だ、準

たち基
定た

、に
のめす

一
一
〇



６
水平 地産成 域加十 流工四 通経年 機営五

北 海

開
展

業
事

新

道 公 報

力けたる業

る成おるす

流予地

とをるめ。産

こ

機の場

よじ通算市

には
市と能範統

りめ

号外第

っ分

事多のりすな能

５

たた担

水業消様安なる

供にめ産等

産費化定ど

ニ大給産、地へ

物者、

取

地ー型へ地漁市の

産
流ズ量のが協場

号

能改月 強善十 化促四 事進日

加
産

水

業資

火

業
工

曜 者

日

等

場すの囲合

業
事

進
促

進

価産化で促

のる強内

組
形に図助事

格地を補

が統を

通の販要的等の

のに主合促

機高店請確

化か高対体・進

能度等

る

化・らま応と機す

強
業海連事者

市漁北合知

同漁会適

村協道合が

町

組め

同認

合協と

組業当

町協る対水

が市業すの

加

町域村同場象産

市地

合にな工

村流が組合と

北機域等おる経

、通地

る業改

海能流にけ事営

化機し当に善

道強通対

す進

業事能て該要促

漁

化該業る資

協業強当事

と

補補が町同場象

同を

合にな

助助市新村組合

業新等おる

すの町事が

象、展事にけ事

る対村

に

合と北開業対る業

場

て該要

にな海促展し当

事促当事す

おる道進開

業業業進該業る

け事漁

費

当に協を事事又経

る

がはう
該要同行業業は

村協

町地町業

市産市漁

北統産組

、場が同

村市
場に

道等市等

海合地合

協事合し

業進統対

漁促
同業等て

の設産

助の水

補設
該施

地

と係団

象に工

対置加

業化

事費度

る経高

なる

は費を

組行事事又経金

連場を費当商

合う業業
う補補組

合合行を該工

等は漁助助合

会又

の
分

該

事す組うを費当

内
以

合う補補

業る合場行を

は費合又漁助助

又経連
市協る対

当会は業すの

合行進該

組を促当
該等

を費

合場業業

連う事事

１
の
分
２

等又行を

会合

の
次
る
す
要設

に施

内
以

第
通
共 共共共村除別式

式
様

号

共共

指

通通通通通申でくに
）示

第第第第第請あ。

者る ２

合る

号号号号号が場す

式町を様

様様様様様市

通通

共共共共

式式式式

第第第第

通通
２

数
部

出
提

号号号号

一 １一 部一

部営
務経
林産）

産水課

提提

式式式式

様様様様

て

数限先

部期出 出出
提

１別す支漁組会
、

部にる庁北業合には

同合っ水

指日海協連あ

は
告

報
績
実

示道



本

構囲日

の範新

業の

８

助業

図補漁

をで海

築内
る

北 海

業地域林を

事海農携

７

自地やり

海域や業図

北

がの工た

いら域商、

道
い創特観く

き

道 公 報

要る助

用材のに重図補

管たす

の料製

理める

促と造

点、。

進す、

）予

、る加

産用の方算

水食工

号外第

利

のるのの産い持加低

高強原加変安工

ま化材工化定業用

里 り等料品にが者水 海

動 漁
やにのの対困等産
経植 業
、伴供貿応難の

外う給易しと

号

融最・

金存

平通近管 成助の理 十成海に 四事洋係 年業生る 五

別

、。特

める興

たす振

認
と村

当町

適市

算対

予
し

き意性光ま
体

団
る

め
水

づ工活とい

浜・を業
、

りしし連産

く夫かの

域行、プ

市２区を合ー
業び

村上にう漁及

町以

等庁

市た業者支

のわ漁
ルが

村事同グ長

町り協

範

動水高危式の

の業組

加化分導囲

植産度害の
・をで

を工並析入内

物

事事、な営物 水

原品び

産情情経っのの 域
国水

府加及の営た安有 の
政

利

に工び著の水定効 管

る限

よ理品水し維産、

律中る

組加合合体法律

び組小。

第 合工会及の

連業、

合協漁中織昭企）
団 ）

会同業小に和業 号

、組生企関

よに

水合産業す年体 に

物国
産連組団る法

月資際 十源的 四の要 日

水合

合、組

組合同
保請

火

業加漁

漁産、

曜

同業協

協工業

日

事す市

して該要

組協同

又経村

は該業る町

く当
費当新

庁業は費が

支事

海

適補補本

がを該日

長
る対業

とすの漁

当助助

行し道市行
め場象振

認

はき村漁

２うくい町う

業支いが業

く水年以漁
上 。産

の協庁き北協 ）加

組

に工パ市同長浜海同
い合

あ業ー町組がづ道
りき、

っ者セ村合適く
と事い漁

て及ンの、当
業認業き業

はびト区漁
に者めを浜者

、組）域

合

進物 産

危資国製 加

分規

造 従工パ害金際従

員者セ析制

業 業 業業ー

規 規及ン・経

者 員

）要安す 模 模びト重営

合管年定年り が が組

身 資 に理

貸差

人 人製

付に
金相産

水 利当水加
業ー加

とす産従工パ産

に利源者セ工

業 次る資

ト経

規 掲率有及ン業

員

乗利組）営

模 げを効び

末じ用年合安年

が る

に定 端て促

金融平

央金入

中業借

人

に

国か高

、庫残

庫公均
入該

活り当

生借、

民ら

合と興

公た資

融れ融

金

対

体おる別

団にな特

る
当に事

対る業策

にけ事

行づ等

内
以
１
の
分
２

し

グ団うくグ

人にわ等る

っりル体場りル

）あた

プ

超て事ーが合事ー

を

はを若

えは業プ北又業

以
１
の
分
２

る、を若海

内

金 あ点

っ方パパ を造

え凍者

て式ーー 超冷業

入ンン る水を

は導セセ

水年促トト産除

、

あ資 実得進

ー 超

質た資パっ金パ を

利セはセ え

金額金ーて

のト水年ト

とン、ン る

定

はにの

又合関

庫場機

式共

企るる

小けめ

中お

林のまに通

水水そ９別

第第１で指第

林
１２か示

様様そる様

号号らす号
第

通
共

式式の様式

共共共村除

号

第請あ。

通通通申でく

者る）

第第
様様様市合

号号号が場

共水水そ８

式式式町を
第１で

通通林林のま

共

１３か

第第第

第
通
共

号号号号ら

正
数

部
出

提
式
様

式
様

号

式の

様様様様そ

部
２
副

期出 出出
提提提

式式式
る庁

１別す支

数限先

部

産
水課

部営

示
指日

部に

限先

期出 出
提提

経

一別す水 一にる産 二

。
い
な

し
要

示務

指日林



算沿事沿

予善

平 の岸業岸成 範漁漁十 囲業業四 内漁の

の
制

体
給

供

年 で村構五 備
整

北

基て安

水産じと

水通用
効

盤整産で

基盤水全

産
備事源率

整備資

海 道 公 報

の囲
等範

業の
漁算

培予
進で

推内

号外

内栽一種

の育振囲魚

９

デしをで培定及

モ成興

業技地

ル、図補漁のび

急たす地術域

と早る助

るにめる域水に

な

第

ン
ョ

ジ
ビ

興
振

業

号

業依お

事漁業に

策漁域

力の、

産度て

生存い

業

補振造

が高日

月 助興改十 す構善四 る造を日

村
町

市

。改促

火

曜

、
め

た
る

図
を

日

続水

業の持な

事業の的

村
町

市
を利物

施的産

実

め。
たる

るす
図助

を補

にい

優沿、。展準お
、

事漁算事達て

良岸予開

の範た栽

例業の業し、
適

村が
町事者

市知る

を

本

め
認

他
る

げ
掲

に

と
当

海域

、本地

く日海

低い

沿た

に１

、
つ地漁

か

水漁町漁の

げ市岸め

掲

が漁導

も産場村業指

る

振要

源境漁村に

の資環

構る

境全協興す

環保業

象
対

備造組造経

整創同

費

る
す
要
に
業
事
る

な
と

協場

又業る
経事事合改

市は

お

育村町組に

町市同合
る

漁水がにけ

成が村合
該

管基産し当

場産水対
業

費整盤当事

理盤基て

の次

事備事又

備整該

進成

とげ推育

象掲
対に

事の動化

るも活強

なる

協る
業す

す
要
に
業費費

にけ
等お
合に

組合
同場

業る

当事
て該
し当
対る

が

町培村

市栽町
が市

該

域漁

し地培

若業栽

村漁
事事域

知開地

は展業

く

業青を該

適を開

が業展

すの

行部助助

を年補補

業グ場象

漁のる対

う等
おる

同ーにな

協ル合と

又対る業

合にけ事

組プ

対事

業業に善

はし当に

うの
行施
て実
し業

費費

、
ち
う
の
費

以
１
の
分
２

を業費当

業事業は

内

次

助助

う行補補

行をを該

合漁すの

場う

３
１
の

以以

１６

のの

分分

ち
う
の
費
経

内内

）
内
以

性業に

、

２

だシ着い

分分たニ定つ
化は

１４しン強て

のの

費当
業は
事又

以以、栽
湖培事３

助助
補補
を該

業

当行事

沼漁業分

内内

又う

め合行

認場を

とう 事す

漁て該要

者は漁

る

同事又経

協該業る

業当

共共水

合費当

組業は費

１

第第第

通通林

式

水

式式式

様様様

号号号

別

第第第

通通林

式共共
１

指
に
別

様
る
す

示
指
に 林

共共水水
す
示

号号号

１８

第第第第

通通林
式式

様様様様

号号号号

通通林林

共共水水

式式
１９

第第第第

指
通に
共別式

号号号号

示
第

式共共共
式様
様る

号す

指第第第

に通通通

別
示２

式式

る様様様

す号号号
第第

通通通

共共共

様式

で
ま
８

で
ま
９

第
２

林林の

共水水そ

号号号

１２か

第第第１

通

式の

様様様そ

号号号ら

通林林の

共水水そ

式式
１３か

第第第１

式式式

様様様

号号号ら

数限
部期

出出
提提

一 正別す一 副にる三

様様様
様

る

部示
２指日

出出
提提提

式式式式

様
正別す支

数限先

部期出

振 務）副にる庁

林培課

、
は

栽興部示

部２指日

の所に事う適めに
産
水 団っ

支管わ業知当るあ

が認体て

庁区たを事と

支
先

出
提

の域り行

式式式

様様様

上
以

庁２

別す

数限
部期

出出
提提

そ

部示
２指日

副にる

正

出
提提

式式式の

様様様

にる庁

別す支

限先

期出

示
指日



北 海 道 公 報 号外第

。
る

号

し村、

進漁め

平、地予 成沿域算 十岸のの 四漁活範 年業性囲 五の化内 月振をで 十興図補 四及る助 日びたす

火

曜

日

ア
定漁営水水水

業認費

漁

鮮廃

営漁業漁産産産

経

合導荷度棄

・協総指物

等

い援管拠さ保物

担支

施き施処

手事理点ば持

設
カ

対業施

高事続用

費事業備持活

費産度業的支

漁業水費
報業事

等廃情費漁援

労

業産費

業物漁生業

作棄

オ

理処総環

管等

養水漁燃水費漁

漁業

費

情用

近殖産船油産業

業

度全補報作

代施鮮保等

保

推整保修給高業

化設

施設利管

進備持理施度

施事施

象にアイウエ

組場対次

増資沿

等にと掲持

合合

岸養源岸

におなげ続沿
漁漁殖培漁

対けるる的
の業場場養場

しる事も

該に生環造推管

て当業

強

該事要産境成進理

当

良設化

事業す環保改施

業村
事漁

２

業又る境全

がう構

村行興

町を振

市

事

漁又善

岸合改

沿場造

設理

村町を

漁市業

業は

整整設整施

策費設設施
備事整

業備備整備設

事

費事

業業事業備

費事事
費費業

２２２

ののののの

分分分分分
６ １１１

以

境

内 内内内内 以

以以以

設理備

養施管整

休理合

施

整備設業

設整施事

施

２

備事整
６１

のののの

分分分分

内内内内

以以以以

６６

備施設

設業設設整用施

備備備事設整

整費整整
業費備事

事事事業整備

費費費事業

業業
のののの

分分分分分分

６６

のの

以以

内内内内内内 以以以以

備設

費は経整事事整施

費費事整

を当費備業業

助補う業業備

補該の事

るの、業

す助ち費費事

のののの

分分分分
６ ６

以

振村行

内内 内内 以以 以

協

造岸業

構沿漁

興がう
まに
９別式

善業同

改漁
そ

で
ま
８

様
る
す

示
で指

ら
２か
第１

２林の

の水
林の

の水そ
式の
様そ
号

の
様そ
号ら

３か
第１

２
先

出
提

式

一支 一庁 四



平
成
十
四
年
五

北 海 道 公 報 号外第 号

月
十
四
日

火

曜

日

スセソタ

費

運事出漁新業

備費事

施費資用就

搬業荷業規

保業者

設材作業

舶施管動

船管保活

サシ
養

漁養漁燃水海水蓄
費

処物施

場殖船油産水産

補度理加設

管施保等鮮

整修給保施工整

理設全

事

化備理施持設処備

強

イ

施事施設施整理

苗

い漁つ漁築種

担せ費

のび環そ生

手場及場い
管業施

策耕有境事産

対

整

業ん生理費設

事う害

費、物施

合

搬業協

費運事漁

業備
施

設併

施費

設点

に設施拠

舶改

船設

。事備設

る備整施

限整
２２

整費業備

）業事整

１１

のののの

分分分分

内内内内

以以以以

４４

設費

設業設整設備施業

事備業整

整費整備整事
業事

事事業事費備

備備

費費費業

業業費
２２ ２２

のの

分分分分分分分分

１１４４

のののののの

以以以以以以

１１４４

内内内内内内内内

以以

備業

地の整事

整等設備

費

ゅ事業

し去事費

、除

分分

は内２２２２

ん業

１１

２のののの

、分分
内内

の以以以以

分１１

以
１内内

掲分

のかげのに

併経図場次
にとらる６掲

に営る合

事以げ

よ基た

りま業内る

り盤めあお

行て。では事

漁強にっ

業

協化
のをうはに

整
）
。費

る業

限事

に修
た

漁

４６、

ののし

分分だ

、

合

内内協

以以

一
一
五



整環

境落

環集

港業

漁漁

北 海

び進をの

の落及促化算

能お漁に総範

漁漁機に

総生増け港よ合囲

村業

にで

合産進る景る的内

の港図補

整基と生観漁

備盤そ活

道 公 報 号外第 号

平
成
十
四
年
五る助

業
事

業備

事整

備境

化境たす

事での環美環

後の保のめる

業あ背境

適予

漁の改全快、。

る
村

町
市

港集善の

月
十
四
日

火

曜

日

計づ市経計

る業基る本
に

町費画き町費画

市経

施がう基

村の又実村の

行ち漁す行ちづ

がうは

漁漁実

う、港るう、き

港境の村業施

漁漁環も

合落る

総環整総集す

村
整整事整環も

合境備

漁
アイ

高事地域村

備備業地漁

荷度業域水景

海運事出
費資情費活産観

水搬業

策

理設材報性物対

処施
施保漁化交
業事業

設船管業事流事

整舶施総

ア

水水蓄

用産流費費

活水
流等産産産養

支物通水

加設

事通改物鮮物施

援

施さ保工整

業高善荷度
理事

化設ば持処備

費度

ウエ

事整き施

チ

地営

業の経

漁性業
女漁

設上い

施向担

修位・

研

整

備備業備境の

整等手

事

業業本業備

事事基事
基

要体画要業

に全計に

２つ１

す事にす

は）

の肥て内

分堆い以

にの

内設分

以施３

１化

整管費

備に設合費業費

費。事施

業る備理

事限

２２

整費整

）業設

２
ののののの

分分分分分

以以以以以

１４４１１

備施設施業
内内内内内

整備整

費事設整設費

業

費業

事業事

費備事備

業
業

２２
４４

のののの

分分分分

内内内内

以以以以

１１

業

業費事

事業策

備事対
２

設
施

費
２

以

１６１

ののの

分分分

共共共別式

内内内

以以

第第第指

通通通通に

共

示

第
９
様様様様る

号号号号す

共共共別式

式式式式様
示

第第第指

通通通に

９

式様

様様様る

号号号す

部期出 出出
提提提

式式
にる庁

１別す支

数限先

示
指日

部

一
一
六



漁汚的い整

業点おな

平 村水にて備成 漁処実、計十 場理施効画四 環施す率を年 境設べ的策五

北 海

める

業あ都のや効たす

業的、。

地る市促漁果

ミ漁等者、予

域コと進

率の

源ュ村にの効算

資

のけ主的範

をニと向自

活テ

道 公 報

整のる助元

地を船図補

港村備保たす気

船漁漁

漁

場の集し全めるな

揚

操予村

整恩落、と、。

にお岸業算づ

備恵に沿

事

号外第

村の

漁水と漁算

盤る予
活囲

漁業ての範

港産し
化で

活持役性内

村のの

性続割

号

改のきか定

総
村

漁
港

漁

月 善整市つす十 対備町効る四 策を村果た日

村
町

市

、

事重に的め

火

曜

日

な推内

用ィ共た的に囲

く・域取進で

しづ生地

る助

個り交住組す補

た

け漁ののく

性、流民を

囲推

しる業省範り

業浴
い揚の化内進

な船者力

町町

市市

辺場漁をで事

担図助

化的をを補

村村

てたる

策展っるす

対発
町

市

、

業基いめ。

事の

要
市に

業

業
事

備
整

合

村

漁
う費
行経
がる

村す
町

経
る

す
要

に
業

環
場
漁
村

市組にな市

は同合と

費

け事村

町町合おる町

市

行

がが対る業が

村村に
揚て該要う

船船し当に
業る気

場場当事す元

揚

漁

備備事又経な

整整該

業業費当村

事事業は費

指

行対漁補該うの

１２
港導

市う策業助補市漁
村漁に

町場事協す助町
対が村要

村合業同るの
合象漁活す

が又の組場
等にと業性る

漁はう合
、におな協化経

港市ち
村漁対ける同対費

漁町

事

活が村しる事組策

村

計
る本

性漁振て当業合

う基

村のに

町費画

市経
漁漁実

う、き

行ちづ

が

も

合村る

総漁す

村港施

分
２

事
策
対
善
改
境

整総

く

ををを該づ

内
以
１
の

推

うう助助り

行行補補

事

合業る対進

場漁すの

のの

分分

２２

又協場象

該に等業

内内

以以

１１

対該事要に実

化港興当

策村策事業す対施

対漁

てた

事活を業又るしの

当費行め

業性行費は経

２推つ４２

を化うを
施て内の

分漁進い以分
以

１空設は）１

の村
以間整

合の

造にの

内創備分内

基
要業
に事
業備
事整
備

通通に

共共共共別式

す

示

第第第第指

通通
２
様様様様る

号号号号す
通

共共共共

式式式式様

第第第第

通通通

２

に

共共共別式

号号号号

示

第第第指

通通通
式様

様様様る

号号号す

第第

通通通

共共共

式式
第

水水そ９別式共
号号号

通通林林のまに通

共共

示２

第第第第１で指第

１２か
そる様

号号号号らす号

式式式の様式

様様様様

ま通

共共水水そ８共

式

第第１で第

通通林林の

１３か２

第第

水の別式

号号号号ら号

第第指

通通林２に

共共
１示

第

式様

様様様る

号号号す
２に

共共水の別式

式式
１示

第第第指

通通林

式式

様様様様

号号号す

部期出 出出
提提提

式式
数限先

一 正別す支一 副にる庁七

式式

様様様

部示
２指日

す支

限先

期出 出
提提

式

様そ様
示
指日

にる庁

別
提

式式式式の式

様様様

部期部 出 出出出

提提提

副
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示部

２指日２

副にる庁

提

式式式様

様様様る

部

数限先

部期出 出出
提提

指日

副にる庁

正別す支

部示
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業取の指

漁の算

た理予
内普

自を囲・

者組範導

に進で及

ら促

北 海

図用の

しの進要を利れ

種りし地

た範複対本魚
周の水て域

市囲合策道
業辺資産いの

町内的事

補源海源資く漁

村で資

に助管域の源た業

等

道 公 報

鯨理のへは

進処類浜又
亡

産業類を湾の死

海事
ほの円内座
のにの

乳損救滑へ礁後

等及行迷際埋

類害出に

混

号外第

漁促浄環算

金のの活予

並の範

成業進化境の

造

内

業落漁び改囲

事集、
水及漁をで

排港に善

号

算漁

予
平の業 成範集 十囲落 四内排 年で水 五

す事

るる助発

よす補啓
漁

管、。

源める業

資た

め実

合
組

同
村協

町業
市

復持、態

対す理に回を

漁け、続そに

しる型お

し

予業る増的れ即

、。

う入し設
算促主大にぞ

等て死た、て等

獲補び

獲救実

管ん亡め混、を

促の鯨、出施

理）後、

補

合
組

同
村協

町業
市漁

す

設周地る助

施び村図
。

整水のめる

の辺域た

補事

備域生、

月助業 十す償 四る還 日

村
町

市

。基

火

曜

日

連
、合

村組
町同

市協
業

導
組指
同が
協会
業合
漁

、・
合

埋

掲湾類混を

に鯨類

次

又

るに生さ設

げ内を獲
焼

費いたたは

経迷きれ
逃座す

んま、却

込まり

償
方業

地事

りが礁る

だ

の
た）
の金
還基
償還

債
要
金に
基成
の造
め

落
集
業
漁
う
行
が

村
町

市

を
指業
道事
海及
北普

排

経

内
以
３
の
分
４

漁行
導

獲費死

混経て費

、すし

分

の低２
た鯨

れだ

さん

ず以

い）１

の額の

額い

費
集経
業る
漁す

か
れ内

還て度水経施の

水
排
落

集
市落基るの事費設

町排金額漁業をパ
セ

村水にと業に雨除ー
。ン

が事積、集要水く
水）ト

漁業み前落し排

に
業
事
水

業償立年排た

る
係

の
分

示
。提
くに
除別式

内
以

共共共共共村

様
る

す
）

第請あ

通通通通通申で
者る

第第第第

２

様市合

号号号号号が場

式式式式町を

様様様様
第

通通通通

共共共共

式
第第第

２

共共共共別式

号号号号

第第第第指

通通通通に
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様様様様る

号号号号す

通通

共共共

式式式式様
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通
共

式式式
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号号号
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通通
共 共

式
様
号

２
第
通
共

号号

課

連あ水部理

号
２
第
通

管
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合っ産資

式式

様様様様

、
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部期出 出出
提提提

式式
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出
提提提
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指日
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先
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部
出

提
式
様
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木、。事家

める

平 材予地業の成 需算域展十 要の住地示四 の範宅域普年 促囲資材及五

北 海

し構囲木

策成構援の範

材改、築内材

事強木造

事産革体をで需

業化

助促

構業業に質図補要

強たす進

造）を対のる

改営す

道 公 報

造

進構

推業

動産

活材
木

事

号外第

・
集

収
報

情

号

進内材を）月 をで利使十 図補用用四 る助促し日

材店織

木務組

たす進た
関、す火

企計団

連設る

曜

、等
業士体

日

策

革むるいめる対

工の

組材予事

企者取木、。

業の

群行を産算業

業が

木
対

別
特

革

業改
育う支

組業団材

市漁北同漁る

村協道合者体産

町業海
組導合がを

同指連等業

す者

業織む

合漁会組営

組

市漁北同

業
事

報
広

協

同指連

村協道合

町業海

北同

協
業

合漁会

組導合

漁会
導合

指連
道合

海組

材住利

木域を
地材

協
業

家

企材た

連資し

関宅用
進示

の促展

等用の

業利

成
改育

す業及

織事普

組

に
策業
対事
別化

特強
革

費
ち経
うる
のす
業要
事

な木

業団村漁る合と

構

おる材

市協体が業団に
にけ事産

町同が活協体
組対る業業

村組活動同
進合し当にを

、合動推
進事連て該要営

漁連推
会事業合当事すむ

業合
同、業を会該業る者

協

行

組漁を行、事又経が

当う

合業行う漁業は費

事連合と

、者う漁業費

市協行業合にな

業業を

事

要町同うを会おる

に

対る業

す村組場行にけ

又漁し当に

る、合合う

業合は業て該要

経漁連

業る

協会市協当事す

費

村組事又経

同が町同該
当

合報が合業は費

組情

当

うう対る

、収情、費

協当事

合業て該

場漁し
は

市組事又

は同該業

又
漁を該

村、費当

町合業
の

導協助助

指業補補

が

す

団う要

るのに

・同す

域費

行地経

が、る

体ち 革
改
造

内
以
１
の
分
２

う

等場業者を該木
群
業
企
産

海が合協等補補材

北

すの業

道組又同が助助

合織る対構

指織は組組

る町、す場象造

導す市

漁を該

内
以
１
の
分
２

漁

助

海・収業補補

北集報
報・同すの

道広集協助
合場象

導事広組る対

指

合場象

普組る対

漁業報

る

業合にな

事連合と

及

共共共

行にけ事

を会お

第第第第

通通通通

共
２

式式

様様様様

号号号号
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通通通
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第第設指
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様
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通通通通

８
様
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６
第
通
共

号号号号

式

様様様

号
６

第
通
共

式
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提提提
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提
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部
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数
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市整合林促

促林の森を
し

町事町備意の進

市進

画参消、

村業村計・解
施つ

林実を加、か

森の

整情策に

北 海

補

間め木普で

た土び内
す

材環材に助

伐、資及
。

利にのしる

の境等対

用調試、

道 公 報

事木促囲
で伐伐

業新材進内間間
用

品業図補材材

商産を
異たす用途

のとる助利

発業める促開

開

号外第

業業

域事産

地備材

整木

学用

用新

利

号

平
成
十
四
年
五

しるの林

備に定よ業、
同事

画じ、要共業

計応

化森家伐化業

強た林間

し、算

拡和作予

村
町

市

囲

図公証範

をた検の

大
等
者体

業団
林る

る共及

を種、。進拓
す

織
組

の

じの算策業

通と予対事
森

、携範業

て連の事）

業る町林

業団森異す市

営、組種共村組

を体林
林連業体

む森合企同合

成

及合会構

業組合で

企
促

連発

関開

校途
び、と

木

村・

町材

市木

設進

施

造
製

品
製

月
十
四
日

火

曜

日

要
がに

村業
町事

市進
促

森
村費
町経
市る
うす
行

市団

体企用る
費

経
る

林

村が

森で開町体

、業途

森う

組成促、行

林構発

組伐

、る事林間

合す進

、用

林同に合材

森共業

業開

合がす林途

組体要

材

市施経木

連る

連行る

製

が木木

村の・

町設費
質造

地木製

う・品

行造
利施営

をのを

材化業

域

１
の
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２

化
強
画
計
備
整

費等事

合う経者拓
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以

異産組に

と材の業

会木
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２

種新すす

業業織要

し整企

用設む

内
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１
の

団

校要び
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内内
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号号号号

通通通林
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道有理経予
囲
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業のなのの

発産理

号

たす
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体化図補
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林進める

び推

業

者体算

業る予

月
十
四
日

村組
町林

市森

火 合

曜

日

化内

合
村組

町林
市森

業

林進図補

び促をで

及を 制の

物、たす

産しる助 携築内

連構囲

のの範

と

村す
町要

市に
業

強をで

組う
林の
森費
は経
又る

の費
業経

行次
が、
合ち

林
は森
又、
村ち

町う
市

設
が開
合道
組理
林管
森

も
改る
道げ
林掲
うに

行

事の
良

市お行て
、 村て事内
は 町いう以

の市業）

区町に

法よ
にがっの

域村あ分

促第公興
示法律る 過進平

疎特成号又第指 分

定 の）は昭 地別
域措年に山和号に
）係 以自置法よ村

事

立法律る振年にる 内

る
設す
開要
道に
林業
う

うは以森伐

事
森

森場、内林）

管林合）管 分 林
の 理組に理

合あ道 分

がっの 以 道

間 内行て

に

共共か様水維は別式

管の指

通通ら式林持そ
理案示

第第共ま第

通で
様程る

号号第号規す

様様
共水か様

式式号式又様

第第水ま

通通林ら式

共

林で

第
号号号第
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一
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事環

装住

舗居

道林

林森

号

平
成
十
四
年
五

業
事

備
整

業境
合

組
林

森

合
村組村

町林町

市森市

月
十
四
日

火

曜

日
経
る
す
要
に
業

事
備

整
境
市

業

費

市に

又

そ村す幹そ村

町要町

は経林他は

の又る線の
の道林

森森費道林森

他

合

管組う舗の組

林林の
が、費装が

理合ち装舗

の行次費行

道

道
理
管
林
森

森

）
線
幹

置又にるに業

林

いあ利 分

法はよ市おに

指村てっ用 の

に山る町

よ村

施

うは設 以

る振定の行て

係域事、整 内

公興に区

森事市合以自

） 示法

に業

林業町、内立

いあ基に村促 分 おに
の てっ幹あが過進

道っ行疎特 分

は改てう地別 の 以 行て

域措 内 う
事、良、場

事市合以自置又にる

）

町

業町、内立法はよ市

に村促に山る

あが過進よ村指村

の

っ行疎特る振定の 分

係域

てう地別公興に区

域措示法 、場

げ林

良林掲森

改うにう

の環

装も住

舗る居

費道

森

事

あ分

林
管 分分分 っの
ののの て
は以理
道 、内
内内 ）以整 以以
内備

ら

費
良
改
の

平の
続 の成継

分
年路
かに 内度線

以

一
二
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備

規経山整

小盤

業アイ

道性業

林林活事

模営村

業
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環事そよ月 境業のっ十 整他て四 備の災日

林町林

市森市森

事異害

村組村組

町

火 合合

曜

日

備模

整規

域業小

地事化
組村

町林町

市森市

事基

市ー事市事

エ良旧

合
村

村ョに村に

町シ業町業

は施すはす

又ン要又要

林に経林経

森設る森る

セが

合ク合

組ア費組費

市設

業施
行ス行

が

経経村整

町要町の

市に

小を

又る営営が備

村す
森費道道規行

は経林林
開改な場

林ののの模う
活に

合ち設良生合

組う

すう

行次環要

が、費費

レ道災

林林道

森る林

う

の
１
記
別

リ改復

クの害

掲やる

うに境す

り
お
と

休

林る健費

営げ保経

経
２

事の養

道も

あが

分

、１ うの ての 分 行 っ

以 場

い

） 村、内

町合内 以 市

促に山る町 村

過進よ村指村て

行疎特る振定の行 分 が
う地別公興に区う の
場域措示法係域事
に

合自置又にるに業 以

上に
、内立法はよ市お

記あ

林備は以がっの
て 業事、内行

施業う以以っ は

設に森場内外て

用あ林合）の、 分、

地っ組に事市 の
合あ分業町 整て

業村
事町、内

備市合以

にが
っうの

あ行分

て場

通

第第共

通通ら

共共か

号号第

様様
第

通通林

共共水

式式号

第第
式式式

様様様

、
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部期
出出
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所の

っ産の算

も生者予

業向の囲

林の得範

て性
生及大で

総上増内
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林造林
構

事構

構域善の

業地改業

善経）改

改業業造

造林

号外第

事森の円算

予策営の予
範

の林業林安滑の

算森
合合化運囲

範組組定な
びをで

内合の並営内

囲
で併活

号

受、経

をしの

平けも営 成たっの 十林て安 四道林定 年の業を 五

るす

の林図助

産びを補

、事め。

大従たる

増業 事立促

策確を

対営善

、

補

村
町

市

、

業し

業林進

進化合る助

補促発に図
組める

す総及併たす

助

森

。対経合、。

る合び
会

合
連

合合
組組

林林
森

復の図 月旧振る 十を興た 四促とめ 日進そ、

火

曜

日

業

当該に善事

し当業の
域業源費

該事要地事資
環

業又る林費循

事業す

用

を当費経利

費は経業

進

助補う集推

補該の営

の
るの、化型

す助ち約

等他

改林林合会体連体
者が知

善業業、、、業
業等出事

事経団生農林
協者の資が

業営体産業
林同等組す定

を確等森

行立

る

う林森組組の織るめ
人も

場業林合合組す法
団、の

合構組、、織る
る体農を

又造合農森す

市

構費

１２
は改連業林

事が

村善村

町改町

市造
地施林

う実域

行業地

が

す

業導営

林指経

域の業

林合協経

森組併る

林合

又促進

合併促

組合議費
給

林合補

森総子

は進利

型林

連事を

合策金

組対

業構

合象に林業

場対次

造改

おなげ構造
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っ業

る事も改善
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記あの別係てご

経、に

以っ１記るはと
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あ事る

事、事に該げ

の

合協所団、事い

業２業

事会同有体地組う
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町

に
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２林っ
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事
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北地・設

業的施

平

域 海主等成

の 道体の十 林的整四 業に備 林

年 体取を 業

五 者

北 海

員
業

作
能

技

道 公 報

林作を林算

事林策森予
備範業

業業実整の林

業

働

働のしの囲労

労員施
成林進で環

力育、推内

の

号外第

林

林林流る助森

交図補

後動める整

業業活たす

連予担

継継の、。備

後
育等携算い

者者

号

力り促月 ア組進 等

十 ッむす が

四 プ機る 自日

市森等木組
、

事主械こ

村組組関す

町林の材織

火

、す業団

合織連る

曜

業団等又

林る者体

日

業
林

業
事

成
養

者体のは

整

確に業を補境

体
業

事

要振るす備

保必の図助
め。業

びな興たる事

及

林業団

森林る

、

森対と

手

す
織

組
の

合等
組者体

策

事広び範対

成の及の
で進

的化内推

業域強囲

がな体

１

、

村
町

市
なを

の業場ア

事等事る力

所
在実にプ

実所を合ッ

業
るしる業

主す施限事

施
市よ。に

体
業村とがす

事町う）要

業す
林要

に

実とす行る

技
う
行
が
体費
業経
事る 組林

林う
森行

が費

作
能

業境
林環
は働
又労
合業

、す
ち要

の事
等備
者整

後費

村業経

イ町林る

市
林育

循う者

源行継

資が

推継域

用後地

利業成

環
進者活

村域

資間町地
市

アイア

環進進業

循促推林

源伐
推費集

用業営

利型事経

市北費

施事るう経

進約

の施村道

体実町海

主業
分
２

務体異業

事主が林

業
事
成
養
員
業

内
以
１
の

織に
組業

内
以
１
の
分
２

分
２

体経
団る
るす
す要 進
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型育動

内
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１
の の
分
２

うに
の業
業事
事

共別

）
率

型

型化

内
以
１

通通通通に
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示

指第第第第指
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共別

様式式式式様
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通通通通に

共共共

示
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２
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号号号号す
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共共別
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示
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共

式式式

様様様
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通
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第
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範事じ推内

業針っふ進で 囲

さる助

内世葉たるす補

北と海とたす

で紀樹北

、。

助の広道のめる

補
す森葉ら山

北 海

形

に・定方活し及コの
ト成

よ林し針性、びス
通でを

り業たに化山流
くま安図

組活流基のづ
めりで定る

織性域づた
、のかの的た

さ化林き

れセ業

道 公 報

、。地事流

林じめる策

林経森予域業域

森業て
整の業単

施営林算林を

スと

のス備範シ位

業コ
合トを囲

号外第

性
活

備
整

林
森

号

に活範

とのの

平よ性囲 成り化内 十、をで 四林図補 年業る助 五

のいの算

るづ樹し」予

か成範

り入豊造の

。く
村

町
市

進交なを囲

推り

、

たン活流取ら一なめ
給予

流タ性域組木貫供
た体算

域ー化林を材し
工低制の

森が基業推加

の推内テし
林策本の進

補推関

化低進でムて

理

者

図をる助進係

を減す
盤にす流性

り通たす対

で化整借る域化

画者性

ン

認、資備りも森セ

の

れ・タ

定森金資入の林

整林をよ林ー

を林と金
時と活

け備業同う業

受

業する森
業

事
化

た活基

在業をる場林

と主所事

うのす実実市合整

い体

限合

。事る施施町に備

よがる理

事務市主し村

村がう異。化

業所町体

施のと事とな）計

実等

・たす 月木める 十材、。 四産予 日

支め
業算

長業
る 庁事

火

適施 体
が実 団

曜当主

と体 以 日

法

を和い生備行

認下」

市行も産令

年 町うの森人

除組造

法昭 村森を林、

所く合林

律和 が林
第

年 世有。、関

紀者以森係
令 北下林民 号政

合法 第第 の中同組法 ）

森小じ
２ づ企。連人
号 条

林林

森森

域域

流流
業業

性性

活活

業業

林林

・・

流域費

係地経

公流森業う

補域林の

る

、

金域的域林シち

助流

益林テ次

額循森公・ス

差資整保業ムに

を環林

性進げ

し源備全活推掲

整進整化対る

引林推林

象次
た備事備セ策も

い

業事

事る

るげ

な掲

とに

経か

る費

す経

要の

に業

す

町う助

市行補
をを

２
施合

北実場

が業る

村事
業にけ

林体お

道主に

海

に）

く業）合及

体対る

森、森 該第

り基、会び

推本
進法林森林 当

事組林法 し条
に助

、

業昭な合整施第

が にっ

助け対

及係て以補おの

経、する象

びるは内
市る当と の費

合補る

事に分町場該な

進ン

促セ

化化

業あの村

分分

２３

事事

策ー

対タ

事の
内内

以以

１１

のの

に

業業タ業

額事業事ン

当

費ら

うる
行す
が要
ー

し当

１
の
分
７

に
業
事
該

プ事助

ッ該補

ア当該

力

共水別式

業費対

事業の

第第指

通通通林に

共共

示

第第
様様様様る

号号号号す

共共水別式

式式式式様

第第第指

通通通林に

共

示

第

共規名別式

号号号号す

第第及指

通通約簿に

共

び示

員様

様様成る

号号構す

第
通
共

式式

共共共共別式共共共
号

第第

通通通通に通通通

第第第第指第

示２
様様

号号号号す号号号

様式式式

様様様様る様

通

共共共共共

式式式式

第第第第第

通通通通
２

号
２
第
通
共

号号号号号

る

式
式

号
２

第
通
共

式
様

提

式式式式様

様様様様

数限先

部期出 出出
提提

指日

部にる庁

１別す支

様様
庁

支
先

出
提

式
様

示

提提

式式式式式

様様様
限

期部期 出 出出出

提提

る

別す支１別す

限先数
示

指日指日

にる庁部に 部
１

数
部

出
提

式
様

示

一
二
六



森森平 林林成 保病十 護害四 事虫年 業等五

北 海

間能全を囲

業機健り範

活進で

の伐ので推内

北

助

づよ揮力す補

森に発
森図るたす

くりをある

り

道 公 報

道お地に囲

推に木的範
で

ロ事北いの実内

サ進

、林す補

ベ業のて造施
たす

湿ロ当をる助

ツサ

原ベ該緊

号外第 号

を月 防十 除四 し日

林防
有等

民虫
、

火

森を
の除

曜

病う
林行

日

、。

緊林り北める

害者

算

対公も森予

急の、の

市
事的てくの

策益っづ

、。

森ツ地急める

村
町

算

づ原のつ予

林湿域か

市
り域立中の

く地無集

町
り

も

対当民う

定組にる費行
林林

締すし該有森

を織
し団該助の保

結る当補
業対林事

た体事の森護
害に

林知費象病業

森で
有が補な虫要

所事をと
す事防た

者適助る等し

な事行に森会森体
及当

森

る業市う該林、林、
施林

事費町森当組森法

、整行施

業村林し合林

有い生備令業

にが所な

すの者も産法第計

要北

画 る森の森人
第成

経づ中を林、条作

合林６主

費く小除組造

業。、関号体

のり企く

業産組及に森締補
う緊

す

市を森織び該林結助
たる

町行林す森当施し
計森場

がう組る林し業
い画林合

サ森合団所な
者も作所に

ロ林、体有

林知の成有お

ベ組森で

ツ合

る

湿連整事中を主者け
対当

原合備が小除体に
市し該

森会法適企く、

な

林、人当業。

に立層造

業無複再

事
る

る造混

す地・

要木林林
化

費林

経林交

り
も

対す

号体に助

６主者補

定町次場

規市しる

に、
げお

ると掲に

す村に合

、を事る

体定るけ

団協

除経

林結に該

森締業当

林認場にを費

びとる業
にすうう

業め合要行の
が、

等もおる者ち

者る

基以森係に、
ののけ経

、対本下林民規市

ち急

す村

附策法同組法定町

連人ると

帯事第じ合法

条）合、団協

施業２。
以合

定１つ円場

、

設を

１ ク上に

き 額ヘ
町ー助る 万 市タ補限
す。 村ル

る） がに

助

づ森、と基以町当補
事の

く林林認本下村該
協業対

り組業め法同と
。定費象

推合者る第じ
条）ををと

進、等も２

度

額
定

、

事生のの

経２する象

と

該なす 分

分 費市る当と

村合補るる の の に町場

１ あっがに助経。

の限

て補おの費） を 以

助

施し要補
は内助け対

林経対

計森るの

業たす

成有をと

作所費象

画

る 経

業 限 の）事

を 費。の

度に

に

式水別

のする
係 分と

示
第指
林

水市則別

式様
様る

号す

通通通林町等に

共共共

の示

第第第第村指

様様助る

号号号号補す

別式

式式式式規様

様様

指

通通通林に

共共共水
示

第第第第

共共水別式

号号号号す

第第第指

通通通林に

共

示

第
様様様様る

号号号号す
林

共共共水

式式式式様

第第第第

通通通

期
出出
提提

、

号号号号

数限
部

一 １随二 部時七

式式式式様

様様様様る

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数

式式式式

様様様様

示
指

限先

部期出 出出
提提提

日

部にる庁

１別す支

数

等
林虫
有害

民病
林

示
指

森防
の



さの生の区

れ崩の範災対
関事 ）た壊安囲害策 号

防をで連業 の激を定内
助地 定
災止図補山 規甚
害しる

北 海

甚別
法 内林激特

囲のる

補崩災の
律 で地

和 す防に政昭

助壊害財

る止対援

道 公 報

林を定

び林機める害安

規地防を

天資能、。小

維算模の止図

然源の予

被保持の治荒しる

林の

もめ

害続・範山廃、た

の並増囲事に

号外第

カ

シシ

ゾ業ゾ

エ事エ
策

林よ

森に

カ

号

っ、。

もめる

平て予 成森算 十林の 四の範 年保囲 五

める害 よ
に、たす災 に

険 指
うっ、。危 り
伴も

町
市

定地民算地

林て予

。事処助

村

た関律

るに法

業す等年

業起っ、

村
町

市
めす第

にをで因て予

軽び進内

生の

及公図補す民算

減

たす災の範

び益る助る

工

害人

被る

村
町

市

森的

全内

村
町

市
対及

止林

防

月をで 十図補 四る助 日たす

火

曜

日

に
が業

村事
町策

市対
区

費
関経
害る
災す
う要
行 行
が
村

町費
市経

る

山
連

当事す経

防
壊
崩
地
林
う

村

事又経町

該業る市費
う

を該行

費当が

業は費
対模

すの規

助助小

補補

害
業被

合と山

場象治

る

市を
場対

ま野村う止

町行防
又事

まずエ合策

いねが
市を

が駆シは業

いみゾ
村う

除費森町行

駆除カ

次

被が森

費林

他森

るの発

げそ突

掲
に

虫虫
い害
く病

の松林

も

地
険
危
害
災
地

倒除
伐駆

壊発
半害
家被
人の
上
１

す
要
に
業
事
止

以生

る業

にな事

内
以
８
の
分

当にす

る業要

け事に

お
林

内
以
２
の
分
３

該要る

カに

止シ合

防ゾ組

害エ

４２定
事林し

策森対

対

除
駆費

３１
のの
分分額

４
費

３
のの
分分

第第

林計通通

水設共共

第図
書

共

式式式

様様様

号号号

ま第第

式通通

様共

で

林林

水設共共水水

号号

第図第第第第

林計通通

書
様様様様様

号号号号号

様共共水か

式式式式式

ま第第第水

式通通林ら
林 で

別式共共水水

号号号第

第第第

林に通通林林

水
第指第

示

様様様様

号す号号号号
水か

式様式式式式

様る

第水

林通通林ら

水共共

林

第第第

通通

共共共
号号号号第

第第第

通

共

式式式

様様様

号号号

第第第

通通通

共共

提提
式式
様様

式

号号号

部に
１別

数限
部期

出出
示

指

様様様
出 出出

提提提

式式式号
庁

１別す支

数限先

部期
示

指日

部にる

様様様様
出

提提提提

式式式式号
支

先数限先

部期 出出 出

日

庁部にる庁

支１別す

提提
式式式

様様様

示
指

る

１別す

数限
部期

出出

先
出

提

示
指日

部に

一支 二庁 八

部よ 成日
付号長る

）

４治産達

年け水通。

は規採
１第務に

月山林

山準

業北治基

事、模択

採道事

の海

実し

す委す要

択小業平

報い

場状こ績な

る任る
付は

は添。告。

合をと

っ等

をわ合

除代組

、

、 に林請

者森申

うてが

行



域て他業おる
い 暫との費部
て 定す事林総分

平 措る業道額の

成 林 置。費に」額

十 道 法）」つとを

四 総 」にといい当

年 延 と限いてう該

五 いりう、。奥

北 海

１ 別

っか害 記

奥てら １

事 幹事年
旧 地は同

復
業 線業

費 林費月
国 道の
日庫 に
分ま

道 公 報 号外第

る助

家止図補

人防をで

共もめる

公、たす

、し
設て予

施っ、。

号

雨地に

山降山等

て廃雨
荒

害ににる

災等等よ

地

長 険りい廃

危よつ

月 」 う、。そ）地

十 と 。そ）のが幹

四 い ）のの年、線

日

発該道
う 第災うに当林

条を、生復と
。 ３害ち

事の
に 第受市し旧そ

）

４け町た

火 項た村災業他

の林ご害にの
円曜

係る道 を

規道とに係林
乗

定のに

日

ので補 係

に災、る林と

暫 のの発の も５に助 る
にた措 あ率し定 に比生

関 はり害に てよ災置 っ
しりる 業定よす 事算に
得大律 のて甚法 費

囲

被の範

の生の

等民算

拡

地発ての
を定内

害安 た期又

にし次大

区生、

そ事道の じ

い荒降は

お

額

り復の業の事 た

よ害

の延費 を

年旧区費総業

と業内総長の 超

ご事域

メに る

にのに額の額 え

農事あ

トじ 合

林業る以ー応 場

産地こルて に

水費奥下
項ん い

大以幹の数あ お

臣下線

下し 、

がこ林に以分 て

指の道お

分たな
と害和 の額被昭

すを
た の

法 。け そ

年 る受 、
し域 の

第 だ地 他

律 た
、 林

係次

成林 に。

平農 道号
水

項又いこた そ

年産 る項

に 超

すにはての額 の

定
るおそ項

にか

２

地いの事にえ相

災 も平のよわ

をる設条
被ず

じ害 の成３りら

乗

に た復 と

めを暫

額旧 す年定害、

を事 る

お

１業 もに

。月る受定

日災て

１設 にい

月施 の

内当道を道

あ
す乗に に

のる 部たる

分係 るじ係

も 分額も

のをの

内合
３

以超に 以

生つに所場

そ

公連実の 分 が、関で合

く共す施他 の

な
、施るすの

連又以

２

か設箇る以場

内上が公

人のあ共しは上
被 の

家被り施な人の 分

半害、設い家

壊発かに箇半害

連実
以以生つ関所壊発

り施るす

あ共す施

が公
で合

かに所場

、設箇る

地け措

超業 つ関

え費
ま内林法

る国 日域た置
の３

合補 でに道第

場庫

おの ３い災条

に助 のお

間、復２

い暫 年て害の
事定

措 、に平旧に

て定

業め

置 あ発成
に ん生
た１事比

関 分し年のる

こるっ

あ 下えあ

に

す 額

は 項合は

て の場て

っ
にに

の いいの

分 おお分

９ てて
、

分分該 該 んん当 当 ああ

水設

、、

分 分 額額部 部

第第第図

林林林計

水水

書
様

式式式

様様様

号号号
林で

第水ま

林ら式

水か

費に

る 相災月業率 号第

律 分に日によ

法 当害１

りらすも

施 によか対る
補と 令 い甚同るの 行 つ
て大年
助す は昭 な

一 和 、被月のる

二 比。 害

九

の政 受まは 年 分を日率

令 けで、

う 当当の の 相相

たに前

つ、 、 」にち ち 分分う

費 うて業 業 いい事 事 と

額 額 ）、総 総 。は費
が が に

道 道 いの林 林 つ分
総 総 て
は）

様
日
る庁

す支
先

出
提

式号

農発項 ）第

の林生の

産た定 率）
水し規 号 比

よ施５害か

業災に に第

に に 奥そ長 長 、、延 延
地の

幹他

線の

林円林円



４

、う及分

ト化置の械区

工設集ちびに木

木加施

関

加施装成、間応材

材

材当連

工設置材丸伐じ

工加集該業

流装及加棒

、木施工出各者

通置び

設丸材設施荷号等

施

北 海

２３
あ

上率て市上

効に効っ

号
げ町記化は町記

率掲市

外

施る村以施、村以

化

整の外

設事以外設次以

整業外

備主が２備各が

事体事分事号事分

道 公 報

１ 別

村需

４

記 金り

森広要 ２

付 政定出林場拡

交 査算

間設促

要 令用し空施大

計得活、進

綱 第設て

施落機

昭 条委た用集用

２にの設防械

和 第託額

号外第

定応お除

るとににに控

費うめじい額政政

経い

第第

の。る、て」令令

額）と当、と

のこ該政あ
第第

第うろ各令る条条

は２２

１ちに号第の

項、よに

号

激係
和に

３
年 甚る

平政 災林

成令 害道
十第 をの
四受災
年け害 号 五

整棒集装設販にが

た復

め織

備加出置装売定組

、設るす

事工荷及置施

売プ杭装率る

業施販び

体

う装施レ加置団

の設

ッ施あ以

ち置設カ工に

木杭置ト設っ外

、、装

置は事

材加、加装てが

施材施、、業

製工木工

業の
施設加設間次主

材

の掲主４

業及業の業に

体以うげ体以

のび主１

ち業と内ちると内

う事
る林業る

、内な、事な
体盤

率の基業主基

効容
作分整産及整
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１ ハる分
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第
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額部たにはは
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額
月

以 激旧

十
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四災業
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い
すは

火

。
た第 う

る、

曜

第
の項 ）

め１

日

と

設装工装伐の体

特の

並加号な

装置施置材各

、木整び工にる

置、設

設げ盤

集材備に施掲基

工業伐装る整

成加事間

業、

加施の材置事備

材

ち工間主機

工設う加、

施

設置、流伐体械

施装

施処び設

装、木通材及

施

、材製設理事

置木材

各設盤の設

備該施基容

び号整区

及

備分 林に
めの機応分 業定分用に

産る６械じの 生
設内び該以 施率以及当

っ利に

あ域号

に広各内

設施び 農

は林め

て用定

災設に 林

、
の復生伐 産

分害、間 水
次
事環需 務

９旧活材 事

設大 通
査施拡 官
業境要

第
設備設 ）
用整施 達
定

の事 の
委業備 ４
計事整

をに分額当、、

託

除相ののた
てのの

く当額合っ分分

るそ額は７８

。すに計

分ぞ加こ

下部れを、

以
額次たら

ののれえれ

こ
政各と規

にをの額の

項
第にる中

い令号す定

お
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て

別規
め
政よ 定
財に に

の定 条
当 域
等に 地
助額 る

援る

る害 け
す災 お
関該 に
に

施事 該
律旧 当
法復 る

プ材材整加業
用容の

レ質施備工内分

度装業機の６

カ高設事

８９

ッ

材体

要利区木上

需等の活そ
ぞ 記拡用分材記
動れ 上

外
点れ 以大推に関以

拠

モじ業

施の 外施進応連

に

の械

次機率

、業る

設

７
各

エ等号

森ネバに

木

げ材材 分 上林ルイ掲木

ーマる関関 の 記バギオ

以イ

連

業業業 以 外オ等ス事連

ちの 定
費う業 規

マ利再

、

助よ山ち

補、う に
等

６
利施施及

森用設設び

の材

林処整装事木分木

内関６関

バ理備置業材

業び容連以連

イ施事及

マ装の木の業内業

オ設

除第るの常

控条げこ通

」号分合助

額２区場補

５
工間び

木施伐事

材記

材設材業木以木上

理容関以

材 加整処内内
連 流事加の連外

関 工備

に 甚
行業 激

通業工区業

要 災
令

昭害す
連外
関以
材記

内木上

以

整デ当者２
設施 業

整設

がの
備規 分備ル該等分

設号組１
事模 の事施各

以の及に織以
業が ４業

及

内うび定す内び

ち内める
率体方 給 、装る団平 供
ー 進 要木メ 促 需等

活 拡質

拠 促促のル 動 大化分ト

等等

２ス用利主者者 内

進促及がが

分等促用体

織

１用用進び組組

の活

機業すす

以施機用事織

団

整並械内るる

内設械
にびの体体

備び及容団
分び事

業間木区及が

事

主

う材エに市業

の伐質

う質区者者

ち等ネ応町

が

等及ちエ分等等

ス置

ル応組組

活び、ネにが

施質伐ギじ織織

用木間

該るる

設エ材ー当すす

ルバ利各団団

整ネ等等

及が

事ギイ用号体体

備

マ進定び事

業ーオ促に

主

う利ス施め市業

の等

業

ち用加設る町

者 施の用分者

応がの

等 設う機に等分

備、及じ組４

が 整ち械

す内

織 事木び当織以

組

の処伐各る

す 業材間該
集に体

団 う理材号団

る

事

以 、工出定が

体 ち加
材機用る業

外 木用荷め

分
者２

事 処械機率主

が

る
す内
織以

組１
がの
等

進進４以

主
業
事
が

体
団

設設内の 施 施施以下 点
に 備 置あの 整 装にも 設

材はる 業

木て限 事 、っ

に ち

用次） う

活、。 の

の
各あ 、

号っ 林

、バルじ村体

施にて 業

ー該外な

森イギ当以と

事場

バマ等各がる

林オ
オ活用に業合

イス利号

施進め体３

マ用促定主
率なの

再設用ると分

ス

基以

用備械る１

利整機
っ整

進業あ盤内

促事に

と

、促工装率村体

用の

施設に外な

森進施置以

っ事場

バ設装あがる

林

主

オ置、て業合

イ装置

スび伐、体３

マ並間は
等のなの

加に材次と分

基以

施伐バ各る１

工間
装等オに盤内

設材イ号

業 理並械体

置バマ掲整

体 工にあな

主 加びにと

な 機伐て場

と 用間っる
３ 基 及加、る 械材は合
の 整 木流の分 盤 び工次

以 、 集施号１ 備 材通各
げ械 荷整掲内 機 出設に

３
合

場
る
な
と

体

用備

一分

三の

〇

げ、 合

設掲は 総

内
以

１

タ

、事の ン

置る次 セ

装

うて備

伐主ー号

間業各

械

及、、機

械ちは、

機
材各設

木伐の施

び間次

オ再る、

、イスげ備

質

ス用業械

林マ利事機

森
用理体設

源活処主施

資

業

械業事設 機事る施

再

、の
木う主

加、及の

材ち体分
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北 海

定級を囲
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区河促内河河
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小法内にす補環法 ） 市
河のおる助境の の
定

川昭一いたす整規 規

改和級てめる備定
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務そ業木円害予

１

伐に未の

又の河河を滑
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業又境堤しる防囲 事的
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備地流と

号外第

設補 建
部助

管等 方所金 平
メ分を

ト交 ） × ー

号

掲はま

に積
げ延た
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河河図補等 の整小

月 川川る助防十 又のたす止四 は浄める対日

運
空

航

二化、。策

火

事
送

曜

者
業

日

河河、。事に に 修

づ づ

事年川川予業基 基
は整のく く

業法又の算

町

市市

第指二備範指

律

旨

特に水に図補 名趣

村
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別おのよる助 称

策る通、める

対け疎り

町 補市
事立を災、。

び
付

者
象
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助村

ル
上る
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の事

る る
す す

設築 築
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－
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市１こ
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て伐該
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村

費
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×

等伐場
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るす第
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２
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面
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北
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第第第安

通通通保
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書
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申
付
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告

報
績
実
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補
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に
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付
交
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部期 出出出

提提提

先
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式式
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式式式
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補
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又
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市
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対補て

助のけ

補国受

策
対
れ
崩
け
が
災

防
域

地
事

ッ属新

検保エ金更
びび

ス知要

業施ク探に

査安
透又る

の設線機す

務設
手監費

注費視は経

外置

探業

託荷視

委

使る査

をす検

機要
知に

託

ての委

し費務

用経業

と

務次
業、
査ち費

検う

業
す事
進る
促め
を認
り

費又も

経金る

象助い

る

道を がはの
の除

２度
と 分

す

内） を
以。 円
１る 万
の

経
る
す
要
に
業

限

検置

に物装

内
以
８
の
分

経置置

る装設

す査の

要

る
施げ
実掲
をに

費及及

共共共共別

事の
るも
す

第指

に通通通通に

別式

示

指第第第

示２
様様様る

す号号号号す

共共

様式式式式様

る様
第第第

通通通

共
２
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９
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様様

示
指日

部にる庁

１

出 出出
提提提

式式式

様

庁

１別す支

数限先

部期

様様委に

示
指日

部にる

出
提

限式
様 に

式式託限

先

一す建港 三る設港 二

空課

日部湾



平
成
十
四
年
五

北 海

住
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形
観

景

月
十
四
日

火

曜

日

業
事
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進
促
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民
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第反売
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北物）
旭を、

北海条又年の景
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円
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経 町
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す
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ち う
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掲 成

に 形
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外第成市

広

ク
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資

イン整物に
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な
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、

の緑又経柱灯

壇の積

備修貯設信

整化は費移

事も
村る
町

並景蔵又号

業の
に
要

式

額
定

一
三
三



北 海

す

組土地る助

土図補

９

。

土区画める

合地区た
事算

区整理予

地画整、

画理

道 公 報 号外第

す補

歴歴進で

業推内

８
建建たす

的的る助

史史

物物、。

造造める

号

平
成
十
四
年
五

促囲

理合の範

整組業の

土
のをで

業行進内

事施

保等予

合
組

理
整

画
区

地

囲

進全範

推保の

全の算

村
町

市
事を

月
十
四
日

火

曜

日

イウエオカキ

量械繕地

補附測機営換

費工及器費諸

河公償帯
試費

工工事び具費

川園

を

費
験
費

地うア

土行

橋舗整

画合事本

区場工
事路り装地

整に費工街
う

組け費工ょ工工

理お
地掲
土に
が次工

合る

る主る造

あ上すあ上す

と要経景

建る主る工建
認な費に

築と要経作築
のめ部要

物認な費物物

分修外ら分す

のめ部の

観れを復観れをる

外ら
る含にる含経

合。

保場む要保場む費

る

区保るす
全合。す全

道に全事
る又合

置るがおす業場

定てたはに

等そと選い

け

他めす、め自お

の認

町助修る

特るる市補ら

地業史村金復次

に事歴
歴負を掲

域的が、等に

景造史担行げ

の建

設を

ののり

分明通

部照
ル

美イ

の等る

装置飾

舗

をた補合２

デネ

、ミ

化

の

とた限だ助に分

こし

、受っ１

と事度しをあ

て費す市けて以

し業と
の場、

積のる町るは内

整経
画る
区げ

） 算額。

都て路トをに

業
事
理費

地り

分施市定でル用よ

員上買整

の行計め幅以

地画ら

の収備 以区にれ

式る

内内おたメ道方す

）る上は）

のい道ー路

修

特、の経特、の

上は
復必造景

に構修費に構
力要

要耐に要耐に

必造

観物的金うる
が力要が

造を業費

形保建等事経

等出実

に推物支を

成全
４り度

す地をす施

資進
分１と

の建す
） を

以物。 円

１造る 万

ンョ

イシ

ザー

た限

内当

共共別式

た設

れの

さン

指

通通通通通に

共共共

示

第第第第第

２

様様様る

号号号号号す

別式

式式式式式様

様様
第第指

通通通に

共共共
示

第
２

共共共共別式

号号号す

第第第第指

通通通通に
示 ９
様様様様る

号号号号す

通通

共共共

式式式式様

第第第

通
９

式式様

様様様る

号号号

先

部期出 出出
提提提

式

る設環

１別す建市

数限

推

示都課

指日部境

部に

提提

式式式

様様様

課
進
ち

数限先

部期出 出出
提

く

部にる設づ

１別す建

示まり

指日部

一
三
四

をと

類長こ

書村る
町す

長こ
庁る

市由
、経。

は

す
、由
は経。

類をと

書
支



平
成
十
四
年
五

北 海

で地湖及業の

内道事算

の観促囲

補域沼びの範
をで

す境水光進内

助環

。全汚の図補

る保質地

道 公 報

類内る

線市す

電都進
推

化線、

中電め

地のた

号外第

さ市整たす

定る画る助

る村事、。

れ町理める

施の

本施の算

基が業予

計行

号

整地
画街

区市
地心

土中
理活

月
十
四
日

火

曜

日

水防共たす

下濁公る助

事下水、。

道止下める

推類予

村
町

市
業水道予 囲

業化範

事中の

進地算 るを囲

画す行範

町
市

を 補

定地進で

策土推内

を
に

事法
進化

推性
す区す

付道が経

３

村
町

市
規

業

の

るる税平事公費

すす

８費下う

経費算成業共

のに分年補水ち

費用入

金事建

う係を度助道、

地く前の業設

ちる除以

行と

観方。に交を費

、
償沼をう当

光債）湖付

管に業

線１２

人

す画独

理市国要計市単
村 が補るの事

町町 者庫

定を

がが 負助経策業

村

す象のに除

地地 担対費

。 環環 るをう要く 域域

く、る） 境境 経除ちす

全全 を。基もを 保保 費

電力の
電類

業設

ウエオカキ線事施

測機営換務地、費

事類

帯量械繕地費中通及

附

事敷

工及器費諸化信び

試費業業設

事び具費事

要

費要のに

験に等等

費

す用

アイ

橋舗整河公償

事本補

工

路り装地川園費

費工街
工
う

費工ょ工工工工

事

市お
に

土に

務が次

事村る
町け

費
整経
画る
区げ
地掲

費

合事

口還汚受場該

事
理

よ防たに業

に費濁け
下町す係

り普止市要に

分
３

加交水村るる

増通

下

除）本の行

内
以
２
の

行画場 水水

くを計う 下

に 事事

）う及合 道道

。

３限定

業合事業要

場び
度額 分

と の

す

す

を）

内。 円
以る 万
１

る費

費す経

経供る

るに
う電
の

内
以
１
の
分
２
、
ち線電

１
の
分
４

合
場
う
行
を
業

第第

通通通

共共共

内
以

第
共

式式式

様様様

号号号

第第
通通
共

共別式共合共の
号号

と合

通に通２に通１場

る９３に

第指第の限第

示２経

経る

号す号費。号の限

場式費。

様る様の）様

別式共合共の
） 式様式

第と合

に通２に通１場

２経る９３に

指第の限

共共
す号費。号の限

示

第第第

通通通

共
２

共

式式式

様様様

号号号

第第第

通通通

共共
２

通に

共共共別式

号号号

示

第第第指

通通
式様

様様様る

号号号す
指

通通に

共共別式

式式
示

第第

９
第第
通通
共共

号号す

通
共共

式式
様様
号号
２

式
様様

号号
２９

第第
通

式

一
三
五

式費。

る様の）様経る

出出

提提提提

） 様式場

園課

先数限先

部期 出出

にる設下

建市１別す建
道

部境指日部水

設環部

式式式

様様様
都課示公

別す

数限
部期
出出

提提

様様る

示
指日

部にる

１

環

す建市
先

出
提

式式様 式
様様

都課

日部境

る設

別
数限
部期

出出
提提

式
示

指
部に
１



北 海

開
築再

建区
良地

優び
及

物

道 公 報

地事地

街等街

市成市

作
開開

再業再

号外第

整築、。

法再の建める

市第発備物予

市都律開
事改の算

街
地再

に備範

再開号業善整の

法にび資を囲

開発）及

発

号

平
成
十
四
年
五

町
市

業
事

備業
整事

等発

市

画
計

本業

基事

発発

村

事よ市す促内

村
町町

市

良す補

業昭る街る進で

街環好る助

和市地

年地境なたす

月
十
四
日

火

曜

日

町てすか

共耐

が助次適

村補るつ
査地同震

こすに当調土

げ認設整施整

れる掲と

の合るめ計備設備

ら場

画備

事に経る計費整費

をいのの費費

業お費も

地

掲とは
行、ち

施てう

市
村再

るめ町区

げ認

地同かが開

経る調土共

の設整施ら優発

費も査

良事

の

計費整ま建業

う計備設
に物施

、画備で築を

ち

る整す

事係等行

知費費

く場

ー地促事合しる
が

はは合

市ト区進が市又
が市施に

街業再計必町

か市町行お

地務生画要
作つ街がしい

総、計の
、成適地当よて

合基画
計街に当再該う、

再本
基画区要と開事と当

生

事

本及整す認発業す該
者業

計び備るめ事をる

地く方

画推計経る業施

収

償との

債）等

方。債
計を

金合入

還の
た

交らし

通か除

普額控

事事

る該知

す当、

付国

し要要

対に必

に業が

者
のっ１た費に費
あの

新て以だ及係に分

附っ１

規は内しびる
の帯て以

採、）、

、

に分の経事は内

択９

場

必附備る
あの経費務

務若又

か事業合

要帯事

１６

当く市

適費しは

つ

定

）１指

内の令

以分政

費もを行にに

市
内都
以

及のの施し対要

、進画

ー画びう行てしす

コ計

助次

デ並事ちすい補る

場若すに

ィび業、るる

６６のっ

ネに化知

のの令規は

分分政新て

以以定択９

１１指採、

庫額

市あの

内内都に分

地
を、
分金
入助
算補
税

式

様
る
す

示
指
に
別式

除

号す
５示
第指

設に
建別

５
第第
通設
共建

通

式共共
式式
様様

号号
第第
通

共建別式共建別式

号号

第指

通通設に通設に

共

４示

第第第指第

３示

様様る

号号号す号号す

式式様式式様

様様様る

共共建別式共共建別

式

第指

通通設に通通設に
４示

第第第指第第

３示

様る

号号号す号号号す

様様様る

式式
様様
式様 式様式式式様

様様様る

部期出 出出
提提提

式式

設指

１別す建築

数限先

示建課

指日部導

部にる

一
三
六



老を囲特

良範

平 朽促内定成 不進で優十 良す補良四 アる助賃年 イたす貸五

北 海

促内イ

るを囲ア

あ転範

宅

にす補住

域進でヌ

区
けたす改

おる助

道 公 報

近の

地地

けけ

が業が
事

危壊

接崩

号外第

に備に業

人整人事

りり

し作し

さ画さ

や計や

号

ヌめる住月 住、。宅十 宅予供四 の算給日

計
給

供

改の促

火

の
画

曜

定
認

日

進

住、。促

るめる良

を

町
市

移の業

の算事

宅予

の

移険

宅危

住の

険等

村

ま事ま

い成い

村
町

市
転

町

市市

くく

づづ

ち業ち

行付１

村村

町

と事堅

者る改度中

うす

す務所

に場貸修

対合付

る費得

円 当お。者 万 しに金

改る戸け 、 該け１）向

ににた良 地 良次当優 宅

る市

２３

得 要掲り賃 取

は者た経附町

を又るし

町け購に場費帯村

市受

に務老

村て入対合事が

が危し
該け不

金険土当お費朽
ア

機宅の融る良

融住地
代入に該イ

関に購資当

に必１

かわを係利ヌ

等

し合

対
てすか整市当に

し要要

備町該お

内に費村除け

補るつ屋

に当外一が却る

助次適

該

る掲との体危に当

す

住す除

場げ認移の険要

シブ宅る却

合るめ動パ

費もスリを経に

に経る

は
いののテッ除費要

お
定

人に当市行認

成適を

す認村場建

に要と町う
人又物

さるめが合築

や

整

い費もにはの

し経る

ちうさ町備

まののや市

く、いが業

づちし村事

り知ま当を

ら
か

すげ新貸

る
係
に
で
ま

住 るる築
万宅 資経

円

住

、 貸限 円

をを 万

金費

住む利補宅

らる含る子
補に改

金宅。子給の

資

を

融建を給要良

のの）

以
１
の
分
４

資設すをす

補る

てうムク却をす

内

整ペる助経

、ちのスす
た

該知備ー者し費

当、
業がの対場

事事費スに
１

は内の

て以分

っ１４

ち該施
の
分内

９以

、）

く業す

備がづ事行

整事

事し者

画要り若る

計必
６６の

作つ業くに

のか

指採

のの令規

分分政新

内内都に

以以定択

１１

のっ１

費
務
事
帯
附

市あ

、）

令規は内

政新て以

指採
定択

通

共建共

市あの

都に分

２２

第第第

通設

共

式式式

様様様

号号号

検第

通設了通

共建完し

２査２

第第

第
通
共

号号書号

第
通

共
式
様

号

建
式
様
号

１
第
設

式建

号 す号

示１

指第

に設

別式

設に

共共建別式共建別

第指第第指

通通設に通

示

第第
３示

様様る

号号号す号号す

式式様式式様

様様様る

設

共共建別式共共建

式

指第第第

通通設に通通

第第第
３示

様の様

号号号す号号号

出出

提提提

式式写式

様
限先数

期部 出

一 別す建宅１三 にる設課部七

出

提提
式
様

示住

指日部

設指部

建築１

先数
部 出

提提

様式

る様

建課
部導

る

１別す

数限
部期

出出

様る様様様

示
指日

部に

る

式式式様式式式

様様

書
す

由
経。

をと
長こ

庁

と

書長こ
庁る

支
、
は

類

支す
、由

は経。

類を



１

区 プ

３ ス
ガ分ベ ンン パボ ロ
価販

北 海

総 を

企

北

昭次

第

海

の 道和
よ 告

号 う 示年

様 に 第北

式 海改
道正
す第 号

る３

告

道 公 報 号外第

進で
促内

を囲
給範

供の
る助

す補

号

事中向

進者

平業堅け 成所の 十得優 四者良 年向な 五

現 数 定日 安戸末 格売月

訳売 内貨販 費
業等在 事

輸賃
船運

搬
数 運 書本 物

第

第。条

示

単

２
、

項 号

１ 助

第 補

条 道

５ 海

第 北

める
たす

第 交

、 等

項 金

け賃
算

予
、。

月及貸 十び住 四高宅 日

た
け

受
齢の

火

業
事

曜者

日

よ
に価

送
補
る
対

助
も
象 の事 平業

成費

付

プ数

度本

年売 そ販

もめ る定 す

に

） 則

条 規
式

様
の

等
書

請
申 のる

る等あ用土行う
、

っ 経整社）地供うち
貸入

て 費備会並整給賃
画住居

は の費福び備計

団の宅者

、 う及祉に費

加人地認のに

住 ちび法
の 共齢に関定管対 宅 、

にる 建 同対よ連を理す

２

設 住応る施受

齢供う

け住行うす高行

も者給賃

又関供うちる
入の向計貸

は連給賃、

画住居け画住

障施計貸

者整の宅者優の宅

害設

定建

向備認のに良認の

す貸を設

け費定管対賃

受にる住受又

設及を理

備び

貸共

給賃、

供うち
行う

認の設

の宅施

画住同

計

ロ

受に備

を設整

定建等

価
ス価

ガ単 の

ン賃

パ運
補 格

助 安

対 定象 事他事 業業

計費
合補

画

成第

平企
総

部
一

の
） 設け要家

月式

４様

年号

造設整たす賃 に

宅構建
す

共等の備事る減 要

の

費に る

同整場費業経額

費びがの要

部備合及者

分費に

に合の費連あの
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よに建用施っ１分

るお設及設て

建けにび整は内
３内

設る要団備、）以

宅る関に分

の住す地費

改

の土け要家宅けは
場

る減事良

設地たす賃た

費備業経額業に

置整事

要がす

、費者費に者要
３

定がの

は内

福

３のの会

、）分分社
２ 分

以人

１内内法

の以以祉

齢

事る高

たす、

け要費

３整
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業経
あ

２関に

の住費

分定備

対

実助

設て

内施っ

以連

事

）象

績計
費
＋業

書

プ基
額率

助 金
補 助
×
補

第
企
総

日ら

１か 合別式

次
を

で
ま
式

様
号

にに

の

る

費。す

経る示

の限指
指
にに

合別式

場様

の）

合共共共共

。す
る示

限

共の
に通通通通１

のの限第第第第の

通１
第

経る ８

び

号及費。号号号号及
式２

様びの）様様様様

共建建の

式２場式式式

共の合
に通設設１

のの限第第第のの

通１

経

第

８９ 経る ８
合

号及費。号号号及費

の
に
経る

のの限

１
の合

２場
びの）

及費。
に
経る

のの限

１

格
ガ価
ン

パ準
ロ

及費。

販
ス

合 町計 名売 の本 う数
月
４

ち
補 単助 ９

。
北る

め
改
に
う

よ
の

位

びの

様
）る

堀
事

知
道

海

式２場

様びの）様様様 びの）
課
宅

式２場式式

限先

期出 出
提提

２場

一別す建 三にる設 八

対

示住

指日部

月 ：計 本象
画

、事
実 円業
績
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達
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成
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式

様パパ

のロロ

式ンン第

はガガ３ ５

道 公 報

用 １２ ロ庭

プ家区

２３

販ン

スパ

ガロ

ンプ

パ

号外第

８５合

ベベ計

ンン

ボボ

号

住人世

ベベ

ンン

ボボ

月
十 開講四
日

予
座

設

火

定数曜

募日 延

価に第 ボ当当、スス条

りり島格係２ ンたた離

市興定輸、

振安る項 ベ

５ 町町町対事送第 市市

事費賃条 村村村策業運
訳格１

業内価第 名名名

び

すの及）

要書表項

に

格

名価分 店ス

売ガ

る

成本市 平表

名 ４

供 年村

成の
町 平土

日月地
及 １４基

月年給

人

台
本

基数

民口帯
帯

世

員 成
平人人

べ 集

帳

員）

講
村習要 町

市講所 度
年

地

費、島

経欄離

習事見

補び販

る及の

係欄域

に

売
に

金＋店 円円円助
交欄お

の

プ 当を段る 本付上け １

と 現１び

請４ロ た申は

在っ

）現な販 在日 ３４

事
本予

る格
い価

）て
売

業業込 事 れ 実
をさ

業
想

要 書
画事所 計

施費額 実

）し月パ り

費額
込

務見

ス

又らガ

、かン

は

を

補つ表

該に金

当月料
、付

金て添 円円円助い
関下す

に

と 当実はこ 本し段る １

６場
売 い

な販
しる

施

績

本
に格

合価

５

助 業
賃
事運

名数 村

座 町
市講

算
換

人
座

講
１

をら ）告か り報月。 た

にい
合つ

場に
る月
す３

す
す載
用記 円円円使て
る

の に
後 施

成 実

本こる １

価
価 売
入 販

購
る民

よ住

り
た
当

金

７８プ
格）

格

価
単

の

一
三
九 円

）
り。 た。と 当とこ

設
基

額
ス

ガ
ン

パ
ロ

円円

日日日

月月月

年年年 準
格期
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定
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第 １２３

る

習号 。講総

様 人）座事

式

算をた費

事換）当業

業講いりと第

うのは

号外第

講
設

外施合

号

市施

平設

成町 十
四講
年
五村習

る
め

占
に

費

部習計

募
設数

座
開講

座

延

と 費価習）

数。単講条

講、費 に、は業

はと事

分区見 区習要 占習講所

にとと とご額 ご め分込

部習計

講講務 １に事 る

村習 月
十
四
日

火

曜

日

人
べ 集

習
講

設

人

施
部

外 費

事
習

講
員）人人

員
人

受 部業要 の事所 座 外習
額平 施定

を込 講

費見

を

人を成 員

設換合
算計年

し

座た市 と 講

講し度 人

い講

習でを村 て

数額町

円

事

人人人

換除

合

円

割
の

費
業

しう習

費
務

事
費円円

業

業

た額業

した。事 事算
講実

満

分未

費区円書

習１績

入 講 割五

の捨

と四 のご

円

を 合数） 座 円

円

業
事

総

円

名数 村

座 町
市講

算
換

人
座

講
１

÷
員

人。 集う 募い

円

業
事

総

下
以

点
数

小

％

費＋

２
第

価円円

単
の

り
た
当

円
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ま
位

費＋
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年
五

北 海

環
特第

アイウエオカ生

作運関製純特別
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業営係品益別の号

配設備式

種方協ののの

又路分備をを

目法力販

作はを必次

、

道 公 報

事 環

環業 生

生」アイ

環
第

第に生共

生
第

改活隣特同 号

号め館保別作 様

様、の事の業

号
式

備の

式式同場業設場

様

の内を場

を削末中合の

次除尾

号外第

を境 北

昭次環施 海

の平生設 道

よ成第改

和
告

善 う 示年
に年号整 第

海改４様備

北
道正月式事

す１末業 号

る日尾」

告

号

。講総

る
１２３

注

た費

換）当業

人）座事

由 うのは

講いりと

算を

名月
十
四
日

業
事

火

曜 計

日

議要とよ

業協必要の

建

関するに

程機とすう

課
象場合め

対名る場改

、
員的、理。

人私合のる

人公の

１・そ由

、設

箇）由度

１的理初

外の要

の欄２容必合
月

る

に注項す

うの事と

よ

の

るの合

め１場

改の中
中由

項理

。事

外

第。欄を

示

活度

生初

の生
の館

注活 号
補

び事 道

及備 海

１整 北

生 等

第び 金

生及 助

環業

価習

数。単講

座

号活 交

講、費

、は業

はと事

と
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年年
過 築

画経 講講し １

均在費

平所備

） 度
数

表

め

金改

賃に

込」
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を

」

等
険
保
会。

社る

、

改」

設）
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環設

整
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業

を事

」保

業隣

事
備
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式改 規

様館 付
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」 め

北欄業 定

尾事 に

末
知注改 申

道のに る
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の。 等
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事のめ 請

座習た
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項 様

事 の

堀

う 講
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を
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数 し

座 と

講 人

を

環改
）活

生 ２修生

添事館

第

設修実備

号 付施改業整

工工注

類平工績事

様 書

１ 改
修び工着完使 改及事事

のす 内規事工了 修こ用

画定定様る 容模計予予

」

館容

活内

式こ 内等を

市全内

、

備に

整

市利

生

対村 活館以

生活年 用町

達 ）
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町館数上

区

部環
也活 一

生 の た

算し
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村
町 業市

事

講
た額

し
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分未

区円

習１

式 を 数） 座入 講五

の捨

様 図費」及

の 面事書業

中 改設改生

式 にのにび

修計め活

活 分又同改 生 部書、館

境 現叢式事 環 のは様修
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載月月はと の記等年年

活
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に 月月業
事
修
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館

館
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計
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施
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域
地
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対
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世
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÷
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点
数

小
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の
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一

実
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一

を
か設 」
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経
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付
交
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び
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備

整
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館
活

請
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方
え
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求
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ま
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２
第

保
数

帯
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事 館
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助し 表補要
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総区

１
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北 海

第
福

保

補ず補

助れ号 基か様 本低式 額い

第 額助

）

道 公 報

助

助 区助附

補補寄補補

業業そ助 事事金

要関他－基 ににの対

しの象

号外第

保

１ 福 保

第

総

平福

成第

号

括 様 年号

式

月式平表

４様

日び３

１及第成

号

を 北

平次 海

の 道

よ
成
告

平う 示年
成に 第北
十海改
四道正
年す 号告

五業経 る

そ

助て金

補し附収

に費

にた他

業じの入

事生
関寄の額

補経

対－ 助
象費

条 と
の）

率 い

経

生入経 る準 て収） す

額

分ず額

費 る 費 度

福第年

保条

費円

療
医

項

第２
医

式５児

様第幼

号、乳
項付

の１給

次第療

を条

示

に業

う）事

よ

月第。

十
四

号 日

補
道

海
北

火

金
助

曜

交
等

日

本

補基
）

助
補

助額

平

率

成補所

助要×

め画市 改計

合
費円

務
事

村 海助

北補

。び町

る及

堀書
調

事出名 知算

道金

書
請

申
る

め
定

に
則

規
付

式
様

の
等

決

乳付

補交

度） 年金額

児定

幼助

れ

療
医金額

給補精

事低 と

付か

算） い

精額 の

業助算い 、１こ

の費る

１２３

注
の付おの付と

こ交な１
加。
の

様、

費区 務対象 均 事
３

計円

２
也

達

基０ 助
補

人員割 療区績計 医実推

助
補

部
一

の
）

出月

算
費 交
金
付

済 助収

補領

書金額ず

補領

金額

助未－
収
済

金額）

更付は付
の 式変交に給

初に
の 、）申、等

欄 は

に 療申の診よ
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給請場時る

付す合一収

事るに部入

、担を未

業場は負額円

合
乳に金記満

用びす端

幼使２及載の

等計

児
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算５ 額
準 計
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象
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訳割児

分で分
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す
要

に
業
事

助
補経
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× 変
請
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） 更
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額

村用－ 町
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備

名額）

費利とあ

療る療本こが

料と

付と算用。る

給こ
訳除は

業内をき

事。出

れ

要」たこ

に表い、

）

入、切

る記をを

すの額

り

経

円

単
員人

に要に捨

費は

円

金
価

る収

助ずの

補生他

る費
そ
関金

に附額

業寄入

事

円

し
助

補
ての

一
四
二

記

るな高て

係しはて

考

金養す
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対

費円

） 経
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道 公 報

付時 給計診 物初区 現

３
担入件 負

部 分一分

号外第

分付 費給 療金 医区現

２
細入件 明

出分 支

号

費費

療務計

医事

月 ０、に初

十 医使診

四 療用時

日

負

歳歳付る部

５給す一

）業と担 人人 児児事こ
。金

）

火

幼び

乳及

曜

医本

児基

日

象

件平対

療利

児
童

円

基
助

件補定

円在数
現 院

書
細

明金 等
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額
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数 入件

額
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額円 院

金

円
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円
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準

る額
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割
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象
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額

円＋ し
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額
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件
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科
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金

円
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績等
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円

か

件

補
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低
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問
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額

問
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円

円
円

看

円 護

額

計金
数
件

額 他

円 額円 他
の金

数件 そ件
額
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円
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ン業

ラ事
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費
務

事
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分型

区

号外第

福
保

保

第 福
第

号
様 号

式

式
様
を第

号

３４

平よ
成る１１
十収のの
四入

年額及と
五

母

をび２

ン費
セ品

園備
通度

子初
にた

業新
事、

ーは
タ」

要に

円

出
支

総

す 円

定
予

額

項

う２

よ第

の条

次３

額

。条支

る５

め第

改、

に

助 ）出

項
１補 第

月の 記

十載の

四す欄、

日
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３
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とに
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円 曜

満数
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係す
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円
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円
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